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は じ め ま し て

どこに行くときも一緒だよ！

大和田  萌圭 ちゃん（左）
おおわだ も　 か

駿輔 くん（右）
しゅんすけ

姉妹仲良く大きくなってね。

高中  愛叶 ちゃん（左）
たかなか　　　あいか

瑞季 ちゃん（右）
みずき

子どもの写真の裏に、住所、名前（ふりがな）、性別、生年月日、保護者の名前、電話番号と簡単なコメントを添えて、企画財政課「はじめまして」係
へお送りください。8月号掲載は、7月11日必着。（個人情報の利用目的：広報紙への掲載、応募者との連絡のために利用します。なお、広報紙は
PDF形式でホームページにも掲載しています。）応募が多い場合は次号になる場合があります。

許可不要！市ホームペー
ジから自由にダウンロード
できます。

60周年ロゴマーク

使ってくれる人

募集中♡

60周年ロゴマーク

使ってくれる人

募集中♡

企画財政課☎59２１２５

問い合わせ ダンスコンサート事務局（河野宅☎53０２１９）

〈と　き〉 7月20日㈰
　　　（開場14時30分／開演15時）
〈ところ〉 アゼリアホール
〈内　容〉 一部　小品集
　　　　 二部　創作ダンス「ALICE」
※　会場内には車椅子などの優先席と母子室を設けています。

ダンスサークルABEATクラブ

Summer Dance
コンサート

伝え、残して60年
その軌跡をたどる

▼表紙の写真は昭和29年の
創刊号です。
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カメラスケッチ／防災シリーズ

臨時福祉給付金の申請が始まります
子育て世帯臨時特例給付金の申請が始ま
ります／小方学園のプールを開放します
あたた愛ランドで釣り大会／大竹・和木　
川まつり花火大会／川のいきもの観察会
国際理解講演会／シリーズ
地区懇談会
市消費生活センター
みんなで考えよう公共交通
生涯学習講座／としょかんだより／勤労
青少年ホーム
情報ステーション　　　　　　　　　　
つどいの広場／親と子の本の広場／健康
／福祉／催し／募集／お知らせアラカルト
／先どり情報ステーション
７月～８月（上旬）のお知らせ
はじめまして／Summer Danceコンサート

60周年企画

選挙の結果について

感謝状贈呈

 大竹市長選挙
投票者総数　12,636 人
投票率　54.18％（前回 63.56％）
有効投票　12,393 票
内訳（得票順・敬称略）　入山　欣郎　7,814 票
　　　　　　　　　　　  日域　　究　4,579 票

無効投票　　　243 票

　５月 28 日、長年にわたり地
域におけるスポーツの振興と普
及に尽力し、生涯スポーツの発
展に多大な貢献をした山本純三
さん（木野１）の功績に対し、
市から感謝状を贈呈しました。

問い合わせ 選挙管理委員会事務局 ☎59２１８８
当日有権者数　23,322 人

 大竹市議会議員補欠選挙
投票者総数　12,627 人
投票率　54.14％
有効投票　11,053 票
内訳（得票順・敬称略）　和田　芳弘　8,337 票
　　　　　　　　　　　  松本　政晴　2,716 票

無効投票　　　1,574 票

よく噛める８０２０達成者
表彰
　６月７日、ギャラリーおおたけで「よく噛める８０２
０達成者表彰式」が行われ、80 歳になっても自分の歯を
20本以上維持している 29人が表彰を受けました。

医療と健康づくり

広報おおたけは、まちの歩みとともに発行を積み重ねてきました。
各号で紹介した情報は、まちの歴史。
掲載した市民の皆さんの顔や声は、まちの宝物です。
今回の特集は、広報紙を通して歴史を振り返るとともに、広報紙の
役割について紹介していきます。

８月に定期更新があります
保険料・保険料率が決定しました
福祉医療制度
なが～く元気でいるための健康ゾウ進
のおはなし
総合介護予防教室事業／７月は熱中症
予防強化月間

14
16
17
18
　
19
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60
年分

大
竹
市
制
施
行

第
１
回
市
議
会
議
員
選
挙

明
治
新
開
埋
立
完
了

唐
船
浜
団
地
造
成
事
業
完
成

立
体
交
差
道
路
「
翠
橋
」
完
成

大
竹
臨
港
（
港
町
）
土
地
造
成

事
業
完
成

湯
舟
団
地
造
成
事
業
完
成

自
治
会
連
合
会
発
足

新
市
庁
舎
・
総
合
体
育
館
完
成

阿
多
田
島
海
底
送
水
管
布
設
工

事
完
成

小
方
港
（
小
万
里
港
）
晴
海
２

丁
目
へ
移
転

阿
多
田
航
路
に
フ
ェ
リ
ー
就
航

弥
栄
大
橋
開
通

市
立
図
書
館
完
成

ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル
完
成

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ゆ
う
あ
い

の
里
」
完
成

広
島
岩
国
道
路
全
面
開
通

弥
栄
ダ
ム
建
設
事
業
完
了

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
サ
ン
ト

ピ
ア
大
竹
」
完
成

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
策
定

第
12
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
開
催

（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

第
51
回
国
民
体
育
大
会
開
催
（
卓

球
・
登
は
ん
競
技
）

大
和
橋
（
改
築
）
完
成

第
１
回
「
コ
イ
・
こ
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
　
イ
ン
　
お
お
た

け
」
開
催

油
見
ト
ン
ネ
ル
開
通

マ
ロ
ン
の
里
交
流
館
完
成

第
15
回
国
民
文
化
祭
開
催
（
川

柳
・
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
）

安
条
ト
ン
ネ
ル
開
通

大
竹
港
国
際
コ
ン
テ
ナ
定
期
航

路
開
設

大
竹
港
「
ポ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ザ
・

イ
ヤ
ー
２
０
０
８
」
受
賞

こ
い
こ
い
バ
ス
本
格
運
行
開
始

昭
和
29
年

昭
和
30
年

昭
和
35
年

昭
和
41
年

昭
和
42
年

昭
和
45
年

昭
和
52
年

昭
和
55
年

昭
和
56
年

昭
和
59
年

昭
和
60
年

昭
和
62
年

昭
和
63
年

平
成
２
年

平
成
３
年

平
成
６
年

平
成
８
年

平
成
９
年

平
成
11
年

平
成
12
年

平
成
15
年

平
成
19
年

平
成
21
年

平
成
24
年

昭和29年に大竹市が誕生して60年。広報おおたけはこの７月号で1164号となりました。
創刊当時から行政と市民の皆さんをつなぐ架け橋となるよう、
そのときどきの行政情報やまちの姿など、
さまざまな当時の「今」を記してきました。
昔の広報紙をめくってみると、懐かしい出来事がたくさん記録され、
さながら古文書のようにも感じます。
その時代に何があったのか、
まちの歴史とともに当時の記事を振り返ります。

【昭和39年　10月５日号】
1964年開催の東京オリンピックの
聖火が大竹にやって来ました。
2020年もオリンピック聖火がやって
こないかな。

【昭和49年　５月１日号】
各家庭に電話が普及し始めた頃には
こんなお知らせもありました。

【平成６年　11月１日号】
1994年最大のイベント。総合市民会館で
バスケットボールの熱い戦いが行われました。

【
昭
和
59
年
　４
月
15
日
号
】

今
で
は
健
康
の
た
め
、煙
た
が
ら
れ
て
い
る
タ
バ
コ
で
す
が
、30

年
前
は
デ
ザ
イ
ン
を
市
民
で
作
る
と
い
う
愛
着
の
持
て
る
商

品
だ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

【
平
成
16
年
　12
月
号
】

大
竹
の
モ
ノ
づ
く
り
の
す
ご
さ
と
、産
業
の
ま
ち
と
し
て
将

来
ど
う
あ
る
べ
き
か
考
え
る
契
機
と
し
て
紹
介
し
た
特
集

「
産
業
立
市
」本
号
は
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
、全

国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
２
席
を
受
賞
し
ま
し
た
。

歴史の足跡
１１６４歩

60
年
分
の

大
竹
史
・
広
報
史

広報おおたけ創刊
（タブロイド版）

広報おおたけＡ４版に
サイズ変更

広報おおたけ4色刷り
に変更

平成10年
広報おおたけ月１回発刊

昭和36年
広報おおたけ月２回発刊
昭和37年
広報おおたけＢ５版にサイズ変更

み
ど
り
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福中 正さん

（左）松村 妙子さんと（右）藤村 榮子さん （左）松本 哲弥さんと（右）竹林 昂星さん

Tj Hiroshima
企画編集長　平谷 尚子さん（38歳）

中国新聞社
大竹支局長　松永 景道さん（45歳）

村上　梢さんと葵一くん

読者に
聞きました
広報おおたけをどう感じている
のか、さまざまな年代の読者に
お話を伺いました。

広島の魅力が満載の地域情報誌「Ｔj 
Ｈｉｒｏｓｈｉｍａ」企画編集長の平谷
尚子さんに、地域に愛され続ける情報誌
づくりのコツを、地域に密着した記事
で親しまれる「中国新聞」大竹支局
長の松永景道さんに取材方法や
記事作成のポイントなど

を伺いました。

プロに
聞きました

竹
林 

昂
星
さ
ん
【
大
竹
高
２
年
　
生
徒
会
長
】

　
最
近
、
親
に
勧
め
ら
れ
て
、
広
報
紙
を
読
む
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
文
化
的
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で

表
彰
さ
れ
た
人
の
記
事
は
、
市
内
で
頑
張
っ
て
い
る

人
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
好
き
な
記
事
の

一
つ
で
す
。

　
私
は
、
大
竹
高
校
の
生
徒
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
、

も
っ
と
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
広
報
紙
へ
の
掲
載
を
お
願
い
し

ま
す
。

松
本 

哲
弥
さ
ん
【
大
竹
高
３
年
　
野
球
部
】

　
広
報
紙
は
、
全
体
を
ざ
っ
と
目
を
通
し
、
気
に
な
っ
た
記
事

を
読
ん
で
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
は
、
よ
く
読
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
５
月
号
の
和
紙
の
特
集
記
事
は
、
先
輩
の
お
父
さ

ん
が
出
て
い
た
の
で
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
読
ん
で
み
る
と
和

紙
の
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
分
か
っ
て
面
白
か
っ
た
で
す
。
71
歳
の

方
が
、
お
お
た
け
手
す
き
和
紙
保
存
会
で
最
年
少
と
い
う
の
に

は
驚
き
ま
し
た
。

藤
村 

榮
子
さ
ん
【
65
歳
　
元
町
３
】

松
村 

妙
子
さ
ん
【
72
歳
　
元
町
３
】

　
広
報
紙
は
よ
く
見
ま
す
ね
。
市
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
、

記
事
の
内
容
が
充
実
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
特
集
に
載
っ
て
い
る
水
道
の
仕
組

み
は
面
白
か
っ
た
で
す
よ
。

　
自
分
の
周
り
に
は
、
独
身
者
が
多
い
よ
う
に
思

う
の
で
、
婚
活
と
か
の
企
画
も
の
の
記
事
が
あ
る

と
読
ん
で
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
ね
。

福
中 

正
さ
ん
【
62
歳
　
南
栄
３
】

　
会
社
に
勤
め
て
い
る
頃
は
、
広
報
紙
を
開
く
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
最
近
に
な
っ
て
読
み
始
め
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
や
っ
ぱ
り
医
療
や
保
険
の
記
事
は
ち
ょ
っ
と
難
し
い

で
す
よ
ね
。
と
っ
つ
き
や
す
い
内
容
に
し
て
く
れ
た
ら

読
み
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
あ
と
、
過
去
に
取
材

し
た
記
事
の
振
り
返
り
や
追
跡
調
査
と
か
し
て
み
た
ら

お
も
し
ろ
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

　
最
近
の
特
集
記
事
は
、
大
竹
の
自
慢
を
知
る
こ
と
が

で
き
て
い
い
で
す
ね
。
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

市
外
の
人
か
ら
大
竹
の
良
い
と
こ
ろ
を
聞
か
れ
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
広
報
紙
で
知
っ
た
内
容
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

村
上 

梢
さ
ん
【
28
歳
　
元
町
２
】

　
　 

葵
一
く
ん
【
４
カ
月
】

　
広
報
紙
は
見
て
ま
す
よ
。
以
前
、ス
キ
ー
バ
ス
ツ
ア
ー

の
応
募
の
記
事
を
見
て
、
実
際
に
参
加
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
今
は
子
ど
も
が
い
る
の
で
検
診
な
ど
赤
ち
ゃ

ん
関
連
の
記
事
や
、
裏
表
紙
の
子
ど
も
の
写
真
な
ど
が

気
に
な
り
ま
す
。

　
も
っ
と
他
の
お
母
さ
ん
た
ち
と
触
れ
合
え
る
よ

う
な
記
事
を
載
せ
て
も
ら
え
る
と
い
い
で
す
ね
。

あ
と
、
記
事
を
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
書
い
て
も

ら
え
る
と
い
い
な
と
。
い
ろ
い
ろ
難
し
い
こ
と
が

書
い
て
あ
る
の
で
。（
笑
）

　
い
つ
か
裏
表
紙
に
自
分
の
子
ど
も
の
写
真
を
載

せ
た
い
な
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。

　「地元の素敵なところ、魅力的で面白いものを伝えた
い」。広島に限らず、地域のタウン情報誌に携わる編集
者なら誰もが大切にしていることは、これに尽きると
思います。
　地元の飲食店情報が載っている雑誌との印象が強い
かもしれませんが、それだけではありません。地元アー
ティストの展示情報や商店街のユニークな取り組みな
ど、編集者が選んだ広島にまつわる選り抜きの情報が
掲載されています。もちろん飲食店も、今広島のグル
メシーンを騒がせている話題店や新店、人気が高まっ
ている料理などを、独自の視点でセレクトし、愛ある
文章で紹介しているつもりです。

　特に雑誌の魅力を印象付けるのが巻頭特集。
特集を作るときに私が一番大切にして
いるのは、テーマとする題材を編集
者本人が本気で面白がること。そ
してその自分が「面白い！」と思っ
た部分を、どんな方にも伝わる
ようなレイアウトや文章で読者
の皆さんにお届けすることです。
毎号作っていると視野が狭くなり
がちなので、この点にはかなり気
を配っています。

　地域情報誌を作るうえで、私が目標
としているのはクレイジーケンバンドの横山

剣さん。横浜で生まれたクレイジーケンバンドの曲の
中では、横浜という街が輝いて感じられます。広島に
住む多くの人が、広島での暮らしを楽しく感じる手助
けが少しでもできれば…と思いながら、毎月雑誌を作っ
ています。

　取材をするときは、ある程度の記事の予測をつける
下準備が大事。そして大切なのは、取材で、予測と違
う内容だったときに、すぐに修正できることです。予
測と違うと大きなニュースになることも、よくあります。
また取材時には、なるべく長い時間をかけて、話を聞
かせてもらいます。取材先が話したいことと、こちら
がニュースだと感じる部分が、一致しないことが多い
ためです。雑談や無駄話もテクニックの一つですね。
取材先が気付かないようなニュースを掘り起こしたい
と考えながら取材をしています。
　記事を書くときは、取材したこと全てをだらだらと
文章にせず、「どこがニュースか」を頭の中で構成した
後に書き始めると、まとまった文章になりま
す。書き終えた後は、記事の見出しです。
見出しが付かなければ、記事にまと
まりがありません。いい見出しが
つけば、その見出しに合った記
事になっているか、あらためて
読み返します。そうすると、ど
こを直せばもっといい記事にな
るか気付くこともあります。
　広報紙は、行政の言いたいこと
をだらだら載せるのではなく、市民
が求めている情報を分かりやすく分類
することが大事。情報をぎちぎちに詰め込
んだばっかりに、せっかくの情報が伝わらないことも
あります。
　広報おおたけは、分かりやすくてよい広報紙だと思
います。私も大竹に来て３カ月、どういう行事がある
のか、どういう発信をしているのか、楽しく、ときに

は取材の参考のために読ませて
もらっています。

愛のある文章で、
伝わる誌面作りを心掛けています

取材を通してさまざまなニュースを
掘り起こしています

広島の魅力がたくさんつまった
「Tj Hiroshima」
2013年8月号では阿多田島が
紹介されました。

地域の情報を数多く発進する
「中国新聞」
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まちを動かす　ひと・夢・こころ

輝く人⑦
周年
企画60 人

の
笑
顔
を
、ま
ち
の
元
気
を
伝
え
た
い

人
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
、身
近
な
広
報
紙
へ

　
広
報
お
お
た
け
は
幅
広
い
世
代
を
対
象

と
し
た
情
報
紙
。

　
現
在
、
広
報
紙
は
各
世
帯
に
配
布
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
行
政
の
こ
と
、
ま
ち

の
こ
と
を
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
の
願
い
か
ら
で
す
。
広

報
紙
が
家
に
届
く
こ
と
で
、
読
ん
で
も
ら

え
る
機
会
が
増
え
る
半
面
、
興
味
が
な
け

れ
ば
開
か
れ
る
こ
と
な
く
、
置
か
れ
た
ま
ま

に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
広
報
紙
は

行
政
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
ほ
し

い
情
報
を
詰
め
込
ん
だ
ラ
ブ
レ
タ
ー
の
よ

う
な
も
の
。
手
に
取
っ
て
読
ん
で
も
ら
わ

な
い
と
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
行
政
情
報
や
ま
ち
の
魅
力

を
よ
り
広
く
、
深
く
伝
え
る
た
め
に
特
集

記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
企
画
や
取
材
、

レ
イ
ア
ウ
ト
と
悩
み
な
が
ら
作
成
す
る

日
々
で
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

特
集
が
ま
ち
を
知
っ
て
感
じ
る
上
で
の
「
得

集
」
と
な
る
よ
う
、
ま
ち
の
魅
力
を
届
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
記
事
の
作
り
方
で
は
、
写
真
を

多
く
使
い
、
伝
え
た
い
こ
と
を
タ
イ
ト
ル

で
表
わ
す
な
ど
、
少
し
で
も
理
解
し
や
す

い
よ
う
、
工
夫
し
て
い
ま
す
。
行
政
用
語

は
分
か
り
に
く
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
な
る
べ
く
市
民
の
皆
さ
ん
が
日
頃
か

ら
使
う
よ
う
な
言
葉
の
使
用
を
心
掛
け
て

い
ま
す
。

人
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
に

　
こ
れ
か
ら
の
大
竹
を
良
い
ま
ち
に
し
て

い
く
に
は
、
行
政
と
市
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
持
ち
、
一
緒
に
な
っ
て
ま
ち
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
し
か
し
、

ま
ち
の
こ
と
を
知
ら
な
い
、
魅
力
が
分
か
ら

な
い
中
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
し
よ
う
と

思
っ
て
も
、
な
か
な
か
行
動
に
は
移
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
ま
ち
の
情
報
を

伝
え
る
広
報
紙
の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
が
ま
ち
の

こ
と
を
考
え
、
行
動
す
る
き
っ
か
け
と
な

る
よ
う
、
ま
ち
の
姿
を
伝
え
、
人
と
ま
ち

を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
し
て
、
広
報
紙
を
届

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

紙以外でも情報発信ビビビッ
と

　まちの情報は、広報紙だけではありません。イン
ターネット空間では、ホームページやフェイスブッ
クで新鮮な情報をお伝えしています。また、目の不
自由な方へ「広報おおたけ音訳版と点訳版」を用意
しています。これからも、それぞれの特徴を生かし

ながら、まちの情報を届
けていきます。

ボランティアで、広報おおたけの点訳をしている、点字サ
ークルあけぼの代表の小清水百合子さんと、音訳をして
いる、あけぼの音訳グループ代表の市原慶子さんにお話
しを伺いました。

点 正確に点訳することを
心掛けています字

サ
ー
ク
ル
「
あ
け
ぼ

の
」
は
14
人
で
活
動
し
て

お
り
、
私
が
点
字
サ
ー
ク
ル
で
活

動
を
始
め
て
25
年
に
な
り
ま
す
。

ひ
と
月
分
の
広
報
紙
を
活
動
で
き

る
メ
ン
バ
ー
で
分
担
し
、
打
ち
終

わ
っ
た
ら
２
人
組
に
な
っ
て
確
認

し
合
い
ま
す
。
広
報
紙
36
ペ
ー
ジ

を
点
訳
す
る
と
、
約
１
８
０
ペ
ー

ジ
に
な
り
、
４
〜
５
日
か
か
り
ま

す
。

　
点
字
に
は
た
く
さ
ん
の
決
ま
り

事
が
あ
り
、
例
え
ば
、
言
葉
は
聞

こ
え
た
よ
う
に
訳
し
ま
す
の
で
、

「
東
京
」
は
「
と
う
き
ょ
う
」
で

は
な
く
、
「
と
ー
き
ょ
ー
」
と
打

ち
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
決
ま
り
事

に
気
を
配
り
な
が
ら
、
正
確
な
点

訳
を
い
つ
も
心
掛
け
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
数
を
こ
な
し
て
、
身

に
つ
け
て
い
く
し
か
な
い
で
す

ね
。

　
現
在
、
４
人
の
方
が
広
報
紙
の

点
訳
版
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
少

し
で
も
、
目
の
不
自
由
な
方
の
力

に
な
れ
る
よ
う
、
で
き
る
限
り
続

け
て
い
き
た
い
で
す
し
、
新
し
い

メ
ン
バ
ー
の
育
成
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

あ
け
ぼ
の
音
訳
グ
ル
ー
プ

は
９
人
で
活
動
し
て
お

り
、
私
が
音
訳
グ
ル
ー
プ
で
活

動
を
始
め
て
33
年
に
な
り
ま

す
。
月
末
に
次
号
の
広
報
紙
が

届
い
た
ら
、
ま
ず
は
目
次
を
８

〜
９
の
見
出
し
に
分
け
、
下
読

み
を
し
て
録
音
に
備
え
ま
す
。

当
番
制
で
担
当
し
、
完
成
す
る

の
に
２
〜
３
日
か
か
り
ま
す
。

　
現
在
、
７
人
の
方
が
広
報
紙

の
音
訳
版
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
で
き
る
だ
け
早
く
お
届
け

し
よ
う
と
、
毎
月
時
間
と
の
戦

い
で
、
記
事
が
多
い
と
き
は
大
変

で
す
。
毎
月
心
を
込
め
て
読
む

こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
満
足
の
い
く
仕
上
が

り
に
な
り
ま
せ
ん
。
「
次
こ
そ

は
」
と
思
う
心
が
、
活
動
を
続

け
て
い
け
る
力
に
な
っ
て
い
ま

す
。
悩
ん
だ
り
、
苦
労
し
た

分
、
う
ま
く
い
っ
た
と
き
の
達

成
感
は
大
き
い
で
す
。

　
世
間
様
に
恩
返
し
が
し
た
い

と
思
っ
て
始
め
た
活
動
で
し
た

が
、
自
分
自
身
が
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

代表　小清水百合子さん（64 歳　東栄１）
点字サークルあけぼの

心を込めて読むことを
心掛けています

代表　市原慶子さん（73 歳　黒川２）
あけぼの音訳グループ

点
訳
版
広
報

ホームページ
フェイスブック

音訳版広報
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まちを動かす　ひと・夢・こころ

市制施行 60 周年市民提案事業＆職員協働事業
周年
企画60

第 4 回音楽喫茶おおたけ

大竹のイメージソングや
応援ソング

心
配
か
ら
安
心
へ 

幸
せ
感
ア
ッ
プ
計
画
　
駅
前
に
活
気
が
な
い
っ
て
本
当
な
の
？

市
制
施
行
60
周
年
市
民
提
案
事
業
＆
職
員
恊
働
事
業

今
年
も
大
竹
市
民
の
幸
せ
感
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。
用
紙
が
届
い
た
方
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
竹
市
民
の
幸
せ
感
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、日
ご
ろ
、感
じ
て
い
る
こ
と
を
「
心
配
事
」

と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
例
が
多
く
あ
り
ま
す
。「
心
配
事
」
を
少
し
で
も
安
心
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
る
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
駅
前
の
活
気
」
で
す
。

心
配
か
ら
安
心
へ  

幸
せ
感
ア
ッ
プ
計
画

駅
前
に
活
気
が
な
い
っ
て
本
当
な
の
？

　
「
駅
前
商
店
街
が
さ
み
し
い
。
活
気
が
な

い
よ
う
な
気
が
す
る
。
」
「
駅
前
通
り
に
人

通
り
が
な
く
暗
い
。
」
と
、
駅
前
の
活
気
に

つ
い
て
の
心
配
事
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

で
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
確
か
に
、
人
口
の

減
少
や
車
で
買
い
物
に
行
く
人
が
多
い
時
代

で
す
の
で
、
昔
に
比
べ
駅
前
に
人
が
集
ま
ら

ず
、
活
気
が
感
じ
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
な
ん
と

か
し
よ
う
と
、
こ
れ
ま
で
も
夏
の
名
物
イ
ベ

ン
ト
「
土
曜
夜
市
」
や
大
竹
の
特
産
品
を
一

堂
に
そ
ろ
え
た
「
大
竹
も
ぶ
り
市
」
な
ど
、

商
店
街
の
活
性
化
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

　
ま
た
市
制
施
行
60
周
年
を
機
に
、
駅
前
の

活
性
化
の
た
め
の
市
民
提
案
事
業
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

音
楽
喫
茶
お
お
た
け

　
市
制
施
行
60
周
年
市
民
提
案
事
業
と
し

て
、
O
h
!
バ
ン
ブ
ー
倶
楽
部
が
提
案
。
音

楽
の
力
で
大
竹
を
元
気
に
盛
り
上
げ
る
た

め
、
大
竹
駅
前
の
空
店
舗
な
ど
を
活
用
し

て
、
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
第
２
土
曜
日
に

演
奏
会
を
開
催
し
て
お
り
、
多
く
の
人
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

日
曜
く
ば
マ
ル
シ
ェ

　
玖
波
ま
ち
づ
く
り
振
興
会
が
、
玖
波
駅
前

で
月
に
１
度
行
っ
て
い
る
朝
市
。
地
元
の
野

菜
や
魚
、
加
工
品
な
ど
幅
広
い
品
ぞ
ろ
え

に
、
子
ど
も
が
楽
し
め
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
、
年
齢
を
問
わ
ず
楽
し
め
ま
す
。
最
近
は

市
制
施
行
60
周
年
を
機
に
玖
波
公
民
館
と
の

コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
イ
ベ

ン
ト
内
容
の
マ
ン
ネ
リ
化
を
防
ぐ
工
夫
も
凝

ら
し
て
い
ま
す
。

く
　 

ら
　 

ぶ

地
域
ジ
ン
ま
ち
カ
フ
ェ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

レ
ト
ロ
不
思
議
体
験
！

「
だ
か
ら

　 
こ
の
ま
ち
が
好
き
」

　
何
カ
月
も
か
け
て
集
め
た
お
宝
写
真
の

展
示
や
レ
ト
ロ
な
町
家
カ
フ
ェ
。
こ
の
企

画
に
、
地
元
の
中
学
生
も
「
地
域
ジ
ン
」

と
し
て
参
加
し
一
緒
に
考
え
ま
し
た
。

　
古
い
写
真
や
街
並
み
を
通
じ
て
、
三
世

代
交
流
の
場
に
も
な
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
　

と
　き
　
７
月
19
日
㈯
　
13
時
〜

と
こ
ろ
・
内
容
　

●
玖
波
公
民
館

　
ふ
る
さ
と
レ
ト
ロ
（
お
宝
）
写
真
館

（
パ
ネ
ル
展
示
）
、
素
人
リ
レ
ー
講
演

会
（
ふ
る
さ
と
を
語
る
）
、
記
録
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
手
作
り
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

●
ま
ち
カ
フ
ェ
へ
移
動

　
マ
ッ
プ
で
巡
る
！
「
西
国
街
道
　
玖
波

宿
う
だ
つ
ス
ト
リ
ー
ト
」

●
ま
ち
カ
フ
ェ
（
隠
れ
家
）

　
「
癒
し
」
の
蓄
音
機
の
体
験

申
し
込
み

　
７
月
１
日
㈫
か
ら
電
話
で
玖
波
公
民
館

へ
。
（
当
日
参
加
も
可
）

　日曜マルシェ20店舗（あなご、惣菜，野菜、フリマなど）が玖波公民館に集結。ジャンケン
ゲーム、抽選会などの楽しい企画も盛りだくさんです。また、特別企画として、地元大竹の
ミュージシャンによるライブや講師が世界のビールを紹介します。

と　  き  ７月27日㈰　９時30分～13時
　
９時30分から
　次の各教室は、事前に玖波公民館への申し込みが必要
です。（電話可）
　●本棚作り教室
　　地元の木材店による釘も接着剤も使わない無垢の木に
よる本棚作りです。

　●バルーンアート教室

と こ ろ  玖波公民館
　
10時から
　●日曜マルシェ（物販など）
　●講座「世界のビールで乾杯！」
　　ハイネケン（オランダ）・レーベンブロイ（ドイツ）・ベリ
ビュークリーク（ベルギー）紹介と試飲　

11時から
　●ライブ
　　次の①～③の方が出演します。

①中村ひろ子さん　②グランパｗｉｔｈＴ　③二階堂和美さん

問い合わせ 玖波公民館☎57７０８４

7/19（土）

60周年 を日曜くばマルシェで
お祝いしよう！

7/27（日）

募 集 中

職員協働事業

学校給食メニュー募集
あなたのレシピが給食に

　「子どもが食べたい、子どもに食べさせたい」。地場産物を活用
した学校給食メニューを考えてみませんか。優秀作品に選ばれ
たメニューは、今年度中に、学校給食として提供し、市ホームペー
ジなどでも紹介を予定しています。
対　象　市内在住または通勤・通学している方（団体も可）
応募条件　料理は、主食、主菜、副菜、デザートのいずれでも
かまいませんが、次の条件を満たすメニューを考えてください。
①大竹で採れる食材（地場産物）を使用（玉ねぎ、しいたけ、白菜、
大根、米、じゃがいも、栗、はまち、いか、牡蠣など）
②材料費は、１人分１５０円以内
③生ものの提供はできません。
審査方法　一次審査（書類審査）と二次審査（試食審査）を行
います。なお、応募されたメニューは二次審査のときに調理し
ていただきます。
応募方法　市ホームページから応募用紙をダウンロードして、
９月 10 日㈬までに、①教育委員会総務学事課、②大竹市給食セン
ター、③市内小・中学校のいずれかへ郵送または持参してくださ
い。募集要項は総務学事課または市内小・中学校にも備えてい
ます。

　締め切りは、8月20日㈬まで。詳しくは、市ホームページ（トッ
プページ 「平成 26 年９月１日、大竹市は市制施行 60 周年を迎え
ます」）または広報おおたけ５月号10ページをご覧ください。

問い合わせ 給食センター☎57７６２６

問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
☎
59
２
１
２
５

　今回は、場所を古民家風の建物に移し、これ
までと一味違った雰囲気で開催します。飲んだ
り食べたりしながら、週末の夜を音楽とともに
過ごしませんか。（飲食物持ち込み可）
と　き　７月12日㈯　19時～20時30分
ところ　竹の子の里  あっとホーム菜（新町１丁目　スペイン通り）
参加料　５００円
ゲスト出演　●待夢達（東広島市在住）息の合ったハーモニーと優し

い歌声で心を癒してくれるフォークデュオ。
 　　●河野一志（広島市在住）古典から他ジャンルとのコラ

ボなどで多方面から評価が高い、若手の津軽三味線の
名手。

申し込み　直接電話でＯｈ！バンブー倶楽部へ。（当日参加も可）

たい   む 　 ず

こう   の   ひと   し

問い合わせ　Ｏｈ！バンブー倶楽部
（代表 前田携帯☎090-9509-2511）

く　ら　ぶ

（上）古民家を開放します。
（左）大きな蓄音機にビックリ。

① ② ③

11 OTAKE 2014（平成26）.07 OTAKE 2014（平成26）.07 10OTAKE 2014（平成26）.07



カメ
ラスケッチ

C
AMERA  SKET

CH

　
局
地
的
に
短
時
間
で
多
量
の

雨
が
降
る
こ
と
を
「
ゲ
リ
ラ
豪

雨
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、「
ゲ

リ
ラ
豪
雨
」
と
は
通
称
で
あ
り
、

気
象
庁
で
は
、「
局
地
的
大
雨
」

と
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
低
気
圧
や
前
線
に
よ
る
雨
と

違
い
、
こ
の
「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」

の
原
因
と
さ
れ
る
積
乱
雲
は
十

数
分
程
度
と
い
う
非
常
に
短
い

間
で
発
生
す
る
の
で
、
予
測
は

困
難
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
積
乱
雲
は
、
日
差
し
で
熱
せ

ら
れ
た
、
地
表
の
暖
か
く
湿
っ

た
空
気
が
上
昇
し
、
周
囲
の
空

気
を
吸
い
込
み
な
が
ら
垂
直
に

発
達
し
て
い
き
ま
す
。大
き
さ
は
、

縦
に
十
数
㎞
・
横
に
数
〜
十
数

㎞
に
も
な
り
ま
す
。
上
空
で
冷

た
い
空
気
に
冷
や
さ
れ
る
と
、

大
量
の
水
が
蓄
え
ら
れ
ま
す
が
、

支
え
き
れ
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ

で
一
気
に
大
雨
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
竜
巻
な
ど
の
激
し
い

突
風
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
キ
ャ
ン

プ
な
ど
野
外
活
動
を
行
う
機
会

が
増
え
て
き
ま
す
が
、
天
気
の

変
化
に
は
注
意
し
、
携
帯
電
話

な
ど
で
気
象
情
報
を
確
認
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
の
原
因
と
さ

れ
る
積
乱
雲
は
「
大
気
の
状
態

が
不
安
定
」
な
と
き
に
発
生
し

や
す
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
言
葉

を
気
象
情
報
な
ど
で
聞
い
た
と

き
は
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

積
乱
雲
が
近
づ
い
て
い
る

サ
イ
ン
を
確
認
し
た
ら

避
難
し
ま
し
ょ
う

〇
黒
い
雲
が
広
が
り
、
急
に
暗

く
な
る
。

〇
雷
鳴
が
聞
こ
え
た
り
、
雷
光

が
見
え
た
り
す
る
。

〇
冷
た
い
風
が
急
に
吹
く
。

〇
大
粒
の
雨
や
ひ
ょ
う
が
降
る
。

な
ど

　
昨
年
は
、
市
内
で
も
７
月
４

日
に
立
戸
で
１
時
間
39
・
５
ミ
リ
、

栗
谷
で
、
49
ミ
リ
、
ま
た
８
月

24
日
に
は
、
立
戸
で
32
・
５
ミ
リ
、

湯
舟
で
50
ミ
リ
と
い
う
土
砂
く

ず
れ
な
ど
の
災
害
が
心
配
さ
れ

る
激
し
い
雨
が
降
り
ま
し
た
。

　
野
外
活
動
を
行
う
と
き
に
は
、

身
の
安
全
を
確
保
す
る
計
画
も

た
て
ま
し
ょ
う
。

全国海難防止強調運動
問い合わせ 岩国海上保安署☎㉑６１１８

ゲリラ豪雨から
身を守る
ポイント

短
時
間
の
雨
で
も
注
意

　
短
時
間
で
も
多
量
の
雨
が
降

る
た
め
、
河
川
や
用
水
路
が
急

激
に
増
水
し
、
危
険
な
状
態
に

な
り
ま
す
。
増
水
し
て
、
溢
れ

た
水
で
道
路
と
の
境
目
が
分
か

ら
な
く
な
り
、転
落
す
る
危
険
や
、

冠
水
し
た
道
路
に
車
が
乗
り
入

れ
、
走
行
不
能
と
な
る
危
険
な

ど
が
あ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

○
冠
水
し
た
道
路
は
避
け
て
避

難
し
ま
し
ょ
う
。

○
マ
ン
ホ
ー
ル
も
は
ず
れ
る
こ

と
が
あ
る
の
で
、
日
頃
か
ら

場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

遠
く
離
れ
た
場
所
の

雨
に
も
注
意

　
自
分
の
い
る
場
所
で
強
い
雨

が
降
っ
て
い
な
く
て
も
、
上
流

で
降
っ
た
雨
が
流
れ
て
き
て
、

危
険
な
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
も
し
河
原
付
近
に
い

た
と
き
は
急
な
増
水
で
流
さ
れ

た
り
、
中
洲
に
取
り
残
さ
れ
る

危
険
が
あ
る
の
で
、
上
流
で
の

積
乱
雲
の
発
生
を
確
認
し
た
ら
、

た
め
ら
う
こ
と
な
く
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。

溢れるぞ！！

実施期間　７月 16日㈬～７月 31日㈭
重点事項
①見張りの徹底と船舶間のコミュニケーションの促進
　○常時適切な見張りの徹底
　○船舶間のコミュニケーションの促進
②プレジャーボートの発航前点検の徹底
③ライフジャケットの常時着用などの自己救命策の確保

あ
ふ

No.4No.4

「ゲリラ豪雨」に注意しましょう
問い合わせ 総務課☎59２１１９

催
し
に
関
す
る
火
災
予
防

条
例
の
改
正
に
つ
い
て

消
防
本
部
☎
53
１
０
４
８

　
平
成
25
年
８
月
、
京
都
府
福

知
山
市
の
花
火
大
会
に
お
い
て
、

多
数
の
死
傷
者
を
出
す
火
災
が

発
生
し
た
こ
と
に
伴
い
、
消
防

法
施
行
令
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

多
数
の
者
が
集
合
す
る
催
し
に

お
い
て
火
気
器
具
な
ど
を
使
用

す
る
際
に
は
、
消
火
器
を
準
備

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
改
正
に
併
せ
て
、

大
竹
市
火
災
予
防
条
例
に
つ
い

て
、
消
火
器
の
準
備
に
関
す
る

事
項
の
ほ
か
、
屋
外
で
の
大
規

模
な
催
し
の
う
ち
火
災
発
生
時

に
消
火
や
避
難
が
困
難
に
な
る

お
そ
れ
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
そ
の
主
催
者
に
対
し
、
防

火
担
当
者
の
選
任
や
火
災
予
防

上
必
要
な
業
務
に
関
す
る
計
画

の
作
成
を
義
務
付
け
る
こ
と
な

ど
の
一
部
改
正
を
行
い
ま
す
。

施
行
予
定
日

　
平
成
26
年
８
月
１
日

　

※

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

（上）大人気のくるりん
（おもちゃの交換会）。
おもちゃの周りは多く
の人で賑わった。

笑顔あふれる　楽しい催し
さかえ公園

　夏のような暑さと日差しの中、さかえ公園フェスタが開催され
た。オープニングは大竹一番太鼓の演奏。くるりん（おもちゃの
交換会）やけん玉大会、木工のワークショップなど、たくさんの催
しが行われた。大竹もぶりごはんやクレープなどの出店もあり、
会場は多くの人で賑わった。
　会場に訪れていた、川本愛来さん（大竹中３年）と沖菜摘さん
（大竹中３年）は「手作りのかわいい小物が買えて満足です。おい
しい物も食べることができて、とても楽しめました」と笑顔で話し
てくれた。

115

115

なくそう！薬物乱用
大竹駅前
　大竹高校生徒会、警察署、少年補導協助員連絡協議会、
更生保護女性会が共同して、薬物乱用防止キャンペーンを
行った。通勤、通学者に「ダメ。ゼッタイ。」と書かれたチラシ
とティッシュ300組を配り、薬物による被害の防止を訴え
た。
　生徒会の立花真優さん（２年）と坂井麻友美さん（２年）は
「このキャンペーンを期に、薬物乱用する人が少しでも減っ
てくれたらいいです」と話してくれた。

スポーツで広がる仲間の輪
総合体育館

　今回で３回目の開催となった「障害者
ふれあいスポーツ大会」。39人が出場
し、玉入れやビーンボウリングなどを楽し
んだ。また、多くのボランティアも参加し、
出場者と一緒に汗を流した。

（左）ビーンボウリングで
高得点を目指す。
（下）参加者が輪になって
フォークダンス。全員笑
顔で大会をしめくくった。

「おはようございます」と元気なあいさつをしながら、積極的にチラシと
ティッシュを配った、大竹高校生徒会のメンバー。

116

（
右
）力
強
い
演
奏
で
観
客
を

魅
了
し
た
、大
竹
一
番
太
鼓
。

（
下
）木
の
お
家
に
ペ
イ
ン
ト
。

何
色
を
使
お
う
か
な
〜
。

13 12OTAKE 2014（平成26）.07 OTAKE 2014（平成26）.07



○
国
保
被
保
険
者
の
70
歳
未
満
の

方
で
Ｃ
の
認
定
と
な
る
方
お
よ

び
70
歳
以
上
の
方
で
低
所
得
者

Ⅱ
の
認
定
と
な
る
方
で
認
定
前

12
カ
月
の
期
間
内
に
お
け
る
入

院
日
数
が
90
日
を
超
え
、
更
に

そ
の
間
が
非
課
税
世
帯
で
あっ
た

場
合
は
、
標
準
負
担
額
が
更
に

減
額
と
な
り
ま
す
。
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
方
は
、
医
療
機
関

が
発
行
し
た
領
収
書
な
ど
入
院

日
数
が
確
認
で
き
る
も
の
お
よ

び
印
鑑
を
持
参
し
て
、
７
月
31

日
㈭
ま
で
に
保
険
介
護
課
ま
た

は
支
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

で
低
所
得
者
Ⅱ
の
認
定
を
受
け

た
方
が
、
認
定
後
、
12
カ
月
の

期
間
内
に
お
け
る
入
院
日
数
が

90
日
を
超
え
た
場
合
に
、
再
度
、

申
請
さ
れ
れ
ば
標
準
負
担
額
が

更
に
減
額
と
な
り
ま
す
。（
こ

の
取
り
扱
い
が
８
月
１
日
か
ら

変
わ
る
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
、

保
険
証
に
同
封
さ
れ
る
「
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
し
お
り
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
医
療
機

関
が
発
行
し
た
領
収
書
な
ど
入

院
日
数
が
確
認
で
き
る
も
の
と

印
鑑
を
持
参
し
て
、
７
月
31
日

㈭
ま
で
に
保
険
介
護
課
ま
た
は

支
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

で
申
請
が
不
要
な
方
ま
た
は
６

月
中
に
新
規
申
請
を
さ
れ
た
方

に
は
、
７
月
下
旬
に
広
域
連
合

か
ら
保
険
証
と
一
緒
に
認
定
証

が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　
国
保
被
保
険
者
と
７
月
以
降

に
申
請
さ
れ
た
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
に
は
、
７
月
下
旬

頃
以
降
に
市
か
ら
認
定
証
が
郵

送
さ
れ
ま
す
。

　
70
歳
未
満
の
方
の
高
額
療
養

費
の
自
己
負
担
限
度
額
の
区
分

が
平
成
27
年
１
月
か
ら
改
正
さ

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
回
の

申
請
に
基
づ
く
認
定
証
の
有
効

期
限
は
12
月
31
日
と
し
て
い
ま

す
が
、
12
月
中
に
は
新
た
な
認

定
区
分
に
基
づ
く
証
を
お
送
り

し
ま
す
。

　
新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
兼
高
齢
受
給
者
証
を
７
月
下
旬

に
郵
送
し
ま
す
。
８
月
に
入
っ
て

も
届
か
な
い
場
合
は
、
保
険
介
護

課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
８
月
１
日
以
降
に
病
院
な
ど
に

行
く
と
き
は
、
新
し
い
保
険
証
を

必
ず
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
有
効

期
限
が
平
成
26
年
７
月
31
日
と

な
っ
て
い
る
だ
い
だ
い
色
の
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、
青
色

の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
お

よ
び
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
保

険
介
護
課
、
ま
た
は
各
支
所
に
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。
記
載
内
容
を

各
自
で
確
認
し
、
誤
り
が
あ
れ
ば
、

早
め
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
証

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
と

は
、
75
歳
以
上
の
方
と
65
歳
以
上

で
一
定
の
障
害
に
よ
り
広
島
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
認
定

を
受
け
た
方
で
す
。

　
保
険
証
に
記
載
の
負
担
割
合
は
、

８
月
１
日
に
、
今
年
度
の
市
民
税

課
税
所
得
を
基
礎
と
し
て
、
１
割

ま
た
は
３
割
の
判
定
を
し
ま
す
。

（
表
１
）

※

　
新
し
い
保
険
証
は
紫
色
で
す
。

広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
か
ら
直
接
送
付
さ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
お
よ
び
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
兼
高
齢
受
給

者
証
（
今
回
か
ら
被
保
険

者
証
と
兼
ね
ま
す
）

　
大
竹
市
国
民
健
康
保
険
（
国

保
）
に
加
入
し
て
い
る
方
が
対
象

で
す
。

　
な
お
、
70
歳
か
ら
74
歳
の
方
へ

は
、
こ
れ
ま
で
被
保
険
者
証
と
は

別
に
高
齢
受
給
者
証
を
交
付
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
の
更
新
か
ら

被
保
険
者
証
と
高
齢
受
給
者
証
を

１
枚
に
ま
と
め
ま
す
。

　
保
険
証
に
は
、
医
療
費
の
負
担

割
合
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
今
年

度
の
市
民
税
課
税
所
得
を
基
礎
と

し
て
、（
表
１
）
の
と
お
り
１
割
、

２
割
ま
た
は
３
割
に
区
分
さ
れ
て

い
ま
す
。

※
　
新
し
い
保
険
証
は
紫
色
で
す
。

世
帯
主
あ
て
に
、
国
保
加
入
者
全

員
の
保
険
証
を
市
か
ら
送
付
し
ま

す
。

基
準
収
入
額
適
用
申
請

　
負
担
割
合
が
３
割
の
判
定
と

な
っ
た
方
の
う
ち
、
基
準
収
入
額

適
用
申
請
を
す
る
こ
と
で
（
表

１
）
、
１
割
ま
た
は
２
割
に
変
更

と
な
る
方
を
対
象
に
、
６
月
中
旬

以
降
に
申
請
書
な
ど
、
手
続
き
の

案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
記
載

方
法
に
つ
い
て
は
同
封
の
説
明
文

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

○後期高齢者医療被保険者証
○国民健康保険被保険者証
○国民健康保険被保険者証兼高齢受給者証

８月に定期更新があります
問い合わせ 保険介護課☎59２１４１

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
の
更
新

　
医
療
機
関
の
窓
口
で
保
険
証
に

添
え
て
提
示
す
る
こ
と
で
、
食
費

や
居
住
費
の
標
準
負
担
額
、
医
療

費
の
１
カ
月
あ
た
り
の
自
己
負
担

額
が
（
表
２
）
の
限
度
額
ま
で
と

な
り
ま
す
。
認
定
証
の
交
付
を
受

け
る
に
は
、
原
則
、
申
請
が
必
要

で
す
。
必
要
な
方
は
保
険
介
護
課

ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
認
定
証
は
、
申
請

し
た
月
の
初
日
か
ら
適
用
と
な
り

ま
す
。

※

　
国
民
健
康
保
険
料
に
滞
納
が

あ
る
方
は
認
定
で
き
ま
せ
ん
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
で

過
去
に
認
定
証
の
申
請
を
行
っ

た
方
で
、
平
成
26
年
度
が
市
民

税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方

○
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
で

今
ま
で
に
認
定
証
の
申
請
を

行
っ
て
い
な
い
市
民
税
非
課
税

世
帯
に
属
す
る
方

○
70
歳
以
上
の
国
保
被
保
険
者
で
市

民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方

（
同
一
世
帯
の
世
帯
主
を
含
む
）

○
70
歳
未
満
の
国
保
被
保
険
者

※

　
今
ま
で
に
申
請
を
し
て
い
て

も
必
要
で
す
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
（
認
定
証
）
と
は

申
請
手
続
き
が
不
要
の
方

申
請
手
続
き
が
必
要
な
方

認
定
区
分
が
Ｃ
ま
た
は
低
所
得

者
Ⅱ（
表
２
）
と
な
る
方
で
長

期
入
院
に
該
当
す
る
方

郵
送
時
期
お
よ
び
郵
送
方
法

認
定
区
分
が
Ａ
、Ｂ
、Ｃ
の
認
定

証
に
つ
い
て

区　分 自己負担限度額
（1カ月）

上位所得者
基礎控除後の「総所得金額等」が
６００万円を超える世帯
（認定証に「Ａ」と表記）

一　般
市民税課税世帯

（認定証に「Ｂ」と表記）
市民税非課税世帯
同一世帯の世帯主および

被保険者全員が市民税非課税の世帯
（認定証に「Ｃ」と表記）

※注１　栄養士による食事療養が行われているなど、一定の要件を満たす届け出をしている医療機関に入院したとき。それ以外は、420円となります。
※注２　過去１２カ月で９０日を超える入院があった場合に長期入院該当となります。　　　※注３　７０歳未満の「一般」の自己負担限度額と同様です。

150,000円＋（医療費－500,000円）×1％
ただし、過去12カ月で4回以上該当した場合は、

4回目から83,400円となります。

80,100円＋（医療費－267,000円）×1％
ただし、過去12カ月で4回以上該当した場合は、

4回目から44,400円となります。

35,400円
ただし、過去12カ月で4回以上該当した場合は、

4回目から24,600円となります。

標準負担額
（1食）

260円

260円

210円
長期入院該当
160円 ※2

療養病床入院の場合の標準負担額
食費（1食） 居住費（1日）

460円
（※1）

460円
（※1）

210円

320円

320円

320円

【表2】　限度額認定証（認定証）自己負担限度額・標準負担額一覧
　　　　 （国保、後期高齢者医療以外の保険に加入されている方はこの表と異なる場合があります）
７０歳未満の方（国保）

同一世帯の被保険者の
市民税課税所得の金額 負担割合

145万円以上

145万円未満

3割
1割

（誕生日が昭和19年
4月1日以前の方）

２割
（誕生日が昭和19年
4月2日以降の方）

申請により、
負担割合が変更

同一世帯の被保険者および
70歳以上の世帯員の収入合計 負担割合

複数世帯…520万円以上
単身世帯…383万円以上

複数世帯…520万円未満
単身世帯…383万円未満

3割

1割
（誕生日が昭和19年
4月1日以前の方）

２割
（誕生日が昭和19年
4月2日以降の方）

【表１】負担割合の判定基準

基
準
収
入
額

適
用
申
請

区　分 自己負担限度額
（1カ月）

現役並み所得者
保険証の負担割合が3割
（認定証は不要）

一　般
保険証の負担割合が1割で

市民税課税世帯
（認定証は不要）

入院：80,100円＋（医療費-267,000円）×1％ ※3
ただし、過去12カ月で4回以上該当した場合は、

4回目から44,400円となります。
外来：44,400円

入院 ：44,400円
外来 ：12,000円

入院 ：24,600円
外来 ： 8,000円

入院 ：15,000円
外来 ： 8,000円

標準負担額
（1食）

260円

260円

210円
長期入院該当
160円 ※2

100円

320円

　
320円

　
320円

320円
老齢福祉年金
受給者
0円

療養病床入院の場合の標準負担額
食費（1食） 居住費（1日）

460円
（※1）

460円
（※1）

210円

130円
老齢福祉年金
受給者
100円

７０歳以上の方（国保前期高齢受給者）、後期高齢者医療被保険者

市
民
税
非
課
税
世
帯

低所得者Ⅰ
国保の方は同一世帯の世帯主および被保険者全
員が、後期高齢者医療の方は、同一世帯の世帯員
全員が市県民税非課税で、世帯の各所得が必要
経費・控除（年金の所得は控除額を80万円で計
算）を差し引いたときに0円となる方
（認定証に「区分Ⅰ」と表記）

低所得者Ⅱ
国保の方は同一世帯の世帯主および被保険者全
員が、後期高齢者医療の方は、同一世帯の世帯員
全員が市民税非課税（認定証に「区分Ⅱ」と表記）

（注１）単身世帯とは、同一世帯の被保険者が１人の世帯。複数世帯とは、同一世帯に被保険
者が２人以上いる世帯です。また、70歳以上の世帯員とは平成26年8月1日時点で70
歳以上74歳以下の方です。なお、国保の方で世帯に国保から後期高齢者医療制度に移行した方がいる場合は、その方の収入も合わせて520万円未満となります。

（注２）課税所得とは、地方税法上の扶養控除など各種控除後の所得のことを指します。
（注３）収入とは、「市民税の課税所得額の計算上収入金額とすべき収入」を指します。
　　　（例）平成26年8月～平成27年7月の判定…平成25年中（1月～12月）の収入であり、平成26年1月1日の属する年度分の地方税の規定による市民税の課税所得額の

計算上収入額とすべき金額。（事業・不動産などの収入も含む）
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問
い
合
わ
せ
　
市
民
税
務
課
☎
59
２
１
２
８

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が

決
定
し
ま
し
た

保険料の決め方

※　所得割額＝（総所得金額等－基礎控除（33万円））×0.0843

所得の低い方の軽減

均等割額の軽減について
世帯内の被保険者と世帯主の
平成2５年中所得の合計額

軽減後の
均等割額

上記以外の方 8.5割軽減
6,604円／年

33万円＋24万5千円×被保険者数
以下の場合

５割軽減
22,016円／年

33万円＋４5万円×被保険者数
以下の場合

2割軽減
35,225円／年

※　後期高齢者医療制度加入直前に、健保組合等（国保およ
び国保組合は除く）の被扶養者であった方は均等割額が９割
軽減になり、所得割額の負担はありません。平成26年度の年
間保険料額は4,403円です。

所得割額の軽減について
軽減分の所得割額＝
（総所得金額等－基礎控除（33万円））×0.0843×0.5
２重線部分の金額が58万円以下の方は、所得割額が
５割軽減されます。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

２
年
ご
と
に
保
険
料
率
を
見
直

す
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、平
成

26
・
27
年
度
の
保
険
料
率
が
決

定
し
ま
し
た
。

　
保
険
料
額
決
定
通
知
書
は
、

７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

保
険
料
の
決
め
方

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

被
保
険
者
一
人
一
人
が
保
険
料

を
納
め
ま
す
。保
険
料
額
は
、被

保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て
負
担

し
て
い
た
だ
く「
所
得
割
額
」と
、

被
保
険
者
全
員
に
等
し
く
負
担

し
て
い
た
だ
く「
均
等
割
額
」の

合
計
額
に
な
り
ま
す
。

　保
険
料
の
納
付
方
法

特
別
徴
収（
公
的
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

　
次
に
該
当
す
る
方
な
ど
が
対

象
で
す
。

①
年
金
受
給
額
が
年
額
18
万
円

以
上
の
方

②
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
に

な
っ
て
お
り
、後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
と
介
護
保
険
料
と

の
合
計
額
が
年
金
受
給
額
の

２
分
の
１
以
下
の
方

普
通
徴
収

　
市
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
ま

た
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
で
す
。

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

①
特
別
徴
収
の
事
由
に
該
当
し
な
い
方

②
75
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
方
や
、

他
市
区
町
村
か
ら
大
竹
市
へ
引

越
し
た
ば
か
り
の
方

※

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
方
で

も
、希
望
さ
れ
る
方
は
別
途
申

し
出
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り

口
座
振
替
で
納
付
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。（
事
前
に
金
融
機

関
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
）

問い合わせ　市民税務課 ☎59２１２８国民健康保険の保険料率

国民健康保険の保険料率

所得
割
（平成25年中の所得額
－33万円）×所得割率

資産
割

平成26年度固定資産税額
（土地・家屋）×資産割率

均等
割 加入者1人あたり

平等
割 1世帯あたり

賦課限度額
※　65歳以上の加入者は別に介護保険料を納付していただくため、介護分の
　負担はありません。

医療分
（加入者全員）

5.66％

13.78％

20,770円

23,920円

510,000円

2.08％

5.06％

7,490円

8,630円

160,000円

2.56％

7.17％

9,410円

7,740円

140,000円

区　　分
後期高齢者
支援金分
（加入者全員）

介護分
※（40歳から
64歳の方）

問
い
合
わ
せ
　
保
険
介
護
課
☎
59
２
１
４
１

医
療
費
の
自
己
負
担
分
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す

福
祉
医
療
制
度

　
市
の
福
祉
医
療
に
は
、
重
度

心
身
障
害
者
医
療
、
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
、
乳
幼
児
等
医
療

の
制
度
が
あ
り
、
医
療
費
の
自

己
負
担
分
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
適
用

外
の
も
の
は
除
き
ま
す
。

　
現
在
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

で
、
更
新
時
に
引
き
続
き
該
当
す

る
場
合
は
、
新
し
い
受
給
者
証
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
古
い
受
給
者

証
は
必
ず
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
転
出
や
所
得
制
限
な
ど

で
受
給
資
格
が
な
く
な
っ
た
と
き

も
必
ず
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
所
得
要
件
を
超
え
た
た

め
現
在
受
給
者
証
を
お
持
ち
で
な

い
方
が
、
新
た
に
認
定
を
希
望
す

る
場
合
は
、
所
定
の
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。
資
格
審
査
の
結
果
、

認
定
要
件
を
満
た
せ
ば
、
受
給
者

証
を
送
付
し
ま
す
。

申
請
・
返
却

　
受
給
者
証
の
返
却
や
認
定
申

請
を
さ
れ
る
方
は
、
保
険
介
護

課
ま
た
は
各
支
所
へ
。

　平成26年度の国民健康保険の保険料率が表のとお
り決まりました。
　納付通知書は７月中旬ごろ世帯主に送付します。世帯
主が国保の加入者でない場合でも、世帯に国保の加入
者がいれば、納付義務者は世帯主となります。
　
保険料の納付方法（年金天引き）
　世帯内の国民健康保険加入者全員が65歳から74歳
の場合、保険料の納付が世帯主の年金から天引きになり
ます。ただし、次の場合は保険料の天引きは行われませ
ん。
○世帯主が国民健康保険加入者ではない場合
○国民健康保険加入者の中に今年度中に75歳に到達
する人がいる場合
○対象となる年金が年額18万円未満の場合
○介護保険料との天引き額の合計が、対象となる年金
額の２分の１を超える場合

　このような場合、保険料は納付書または口座振替で納
付してください。
　また、年金天引きの対象となる方でも、希望する方は
別途手続きを行うことにより、口座振替で納付することも
できます。

33万円
以下
の場合

9割軽減
4,403円／年

世帯内の被保険者全員の
所得額（公的年金の所得
は控除額を８０万円とし
て計算）が０円となる場合

＋

＝

均等割額
44,032円

※所得割額 
所得割率8.43％

年間保険料
（限度額57万円）

乳幼児等医療扶養義務者所得制限限度額

福祉医療制度
区　分 助成の対象となる方 所得制限 受診時一部負担

重度
心身障害者
医療

身体障害者手帳１級～３
級、療育手帳Ⓐ、A、Ⓑを
お持ちの方。ただし６５歳
以上の方で、後期高齢者
医療制度の障害認定要
件に該当する方は後期高
齢者医療に加入した場
合のみ助成されます。

本人所得で１５９万５千
円、扶養義務者所得で
６２８万７千円が基本と
なりますが、扶養人数な
どにより制限額は変わり
ます。（限度額は年によっ
て変更する場合がありま
す）

医療機関の窓口では、一
部負担金が必要ですが、
薬局では必要ありません。
医療機関ごとに１日
２００円。ただし、1医療
機関につき、通院は月４
日まで、入院は月14日ま
でです。

ひとり親
家庭等医療

ひとり親の家庭などで、
平成27年３月末で18歳
までの児童と、その児童
を養育している父親また
は母親など。もしくは父
母のいない児童。

所得類を扶養控除を含
めて再計算した「年少扶
養控除等調整後の所得
税」が非課税の世帯の方。
住民票が別でも生計が
同一である扶養義務者
は所得制限の審査対象
になります。

医療機関の窓口では、
一部負担金が必要です
が、薬局では必要ありま
せん。
医療機関ごとに１日
５００円。ただし、1医療
機関につき、通院は月４
日まで、入院は月14日
までです。

乳幼児等
医療

０歳児～12歳児（小学
校卒業まで）

下表のとおりです。扶養
義務者が加入している
年金制度によって異なり
ます。

扶養親族などの人数 自営業者
（国民年金加入者）

サラリーマン
（厚生年金など加入者）

注１）所得税法に規定する老人控除対象配偶
者または老人扶養親族がある場合は、限度額
に当該老人控除対象配偶者または老人扶養
親族１人につき６万円を加算した額とします。

注２）扶養親族などの人数が６人以上の場合
は、１人につき３８万円（扶養親族などが老人
控除対象配偶者または老人扶養親族であると
きは４４万円）を扶養親族などが５人の場合の
限度額に加算した額とします。

０人
１人
２人
３人
４人
５人

460万円
498万円
536万円 
574万円
612万円
650万円 

532万円
570万円
608万円
646万円
684万円
722万円

※　所得制限限度額は、前年（１～５月までの月分は前々年）の所得額で判定します。（限度額は年によって変更する場合があります）

HIV（エイズ）抗体検査・肝炎ウイルス検査HIV（エイズ）抗体検査・肝炎ウイルス検査
県西部保健所　☎0829321181（内線2412）

HIV（エイズ）抗体検査は匿名で受けられます。秘密は厳守します。
と　き　７月16日㈬

◎ＨＩＶ抗体検査　　９時30分～11時30分
◎肝炎ウイルス検査　13時～14時30分
※　両検査とも無料で、予約が必要です。

ところ　県西部保健所
（廿日市市桜尾２丁目２番68号廿日市第２庁舎）

申し込み　県西部保健所へ。

精神保健福 祉相談精神保健福祉相談
県西部保健所　☎0829321181（内線2412）

　気分がゆううつ、人とうまく付き合えないなど、心の悩み
の相談ができます。
と　き
　７月17日㈭　14時～16時
ところ
　市役所本庁
申し込み
　２日前までに県西部保健所へ。
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なが～く元気でいるための健康ゾウ進のおはなし⑨

集団健診申込の電話用メモ

●受診希望日

●希望の健診・検診項目

●健康保険証の種類
国民健康保険　　・　後期高齢者医療　　・　協会けんぽ　・　その他の保険

第１希望日　　　月　　　日（　　）　第２希望日　　　月　　　日（　　　）

特定健診または一般健診　・　肝炎ウイルス検診　・　大腸がん検診

胃がん検診　・　肺がん検診　・　乳がん検診　・　子宮頸がん検診

4
ゆる体操

サントピア大竹
13時30分～15時

7
３Ｂ体操※１
サントピア大竹
13時30分～15時

9
ノルディック・

ウオーキング教室※１
総合市民会館

13時30分～15時30分

11
ゆる体操※３
サントピア大竹
13時30分～15時

14
転倒予防教室
大竹会館

10時～11時30分

15
脳トレ・筋トレ体操
サントピア大竹

13時30分～14時30分

18
ゆる体操

サントピア大竹
13時30分～15時

24
悩み別教室※２
サントピア大竹

13時30分～14時30分

25
ゆる体操

サントピア大竹
13時30分～15時

28
転倒予防教室
大竹会館

10時～11時30分

31
ウオーキング教室
サントピア大竹

13時30分～14時30分

1 2 3 5

6 8 10 12

13 16 17 19

20 21 22 23 26

27 29 30

※　持参物：タオル、運動靴、飲み物、敷マットまたはバスタオル（ゆる体操・悩み別）、リュックおよび帽子（ウオーキング、ノルディック・ウオーキング）など。 
※１　３Ｂ体操、ノルディック・ウォーキングは予約が必要です。 
※２　今月の悩み別教室は、「膝」です。 
※３　講師が指導する日です。

7月の運動教室

申し込み・問い合わせ：社会福祉協議会（☎52２２７５）へ。

日 月 火 水 木 金 土

気軽に受けられる大腸がん検診
～今年度から大腸がん検診料金が無料だゾウ～

問い合わせ　社会健康課☎59２１５３

集団健診（検診）絶賛受付中
電話で申し込みができます。
※　電話で申し込みが難しい方は、支所、市ホームページに
申請書がありますので、ファクスまたは直接提出してください。

集団健診（検診）日程

受付時間
８時30分～17時15分（土日祝日除く）
健診（検診）専用電話 ☎59２１５５
※　つながらないときは ☎59２１５３ へ。

　
大
腸
が
ん
は
が
ん
全
体
の
中

で
２
番
目
に
多
い「
が
ん
」で
、女

性
の
が
ん
の
死
亡
原
因
の
１
位

は
大
腸
が
ん（※

）。身
近
だ
け

ど
気
づ
か
な
い
大
腸
が
ん
の
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※

　
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

が
ん
対
策
情
報
セ
ン
タ
ー「
人

口
動
態
統
計
に
よ
る
が
ん
死

亡
デ
ー
タ（
１
９
５
８
〜
２
０

１
２
年
）」お
よ
び「
地
域
が
ん

登
録
全
国
推
計
に
よ
る
が
ん

罹
患
デ
ー
タ（
１
９
７
５
〜
２

０
１
０
年
）」

Ｑ
大
腸
が
ん
の
検
査
は「
面
倒

く
さ
い
」ん
じ
ゃ
な
い
の
？

Ａ
便
を
提
出
す
る
簡
単
な
検
診

だ
ゾ
ウ
。

　
市
の
大
腸
が
ん
検
診
は
、２
日

分
の
便
を
検
査
キ
ッ
ト
で
提
出

す
る
だ
け
の
簡
単
な
検
査
方
法

で
す
。食
事
制
限
な
ど
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
自
覚
症
状
が
な
い
ん
だ
か
ら

大
丈
夫
な
ん
じ
ゃ
な
い
の
？

Ａ
自
覚
症
状
が
な
い
早
期
に

発
見
す
る
こ
と
こ
そ
が
大
切

だ
ゾ
ウ
。

　
大
腸
が
ん
は
早
期
に
発
見
す

れ
ば
ほ
と
ん
ど
治
癒
で
き
る
が
ん

で
す
。初
期
の
こ
ろ
は
、自
覚
症

状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
ど
の
よ
う
に
受
け
れ
ば
い
い

の
？

Ａ
受
診
券
を
確
認
し
て
、ま
ず

は
病
院
に
連
絡
だ
ゾ
ウ
。

　
大
腸
が
ん
検
診
対
象
者
の
方

（
40
歳
以
上
の
方
）に
は
６
月
上

旬
に
受
診
券
ま
た
は
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。受

診
す
る
前
に
、病
院
に
連
絡
し
て
、

あ
ら
か
じ
め
検
査
キ
ッ
ト
を
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。受
診
開
始
は
７

月
１
日
㈫
か
ら
で
す
。

Ｑ
検
査
の
結
果
が
陰
性（
異
常

な
し
）だ
っ
た
ら
し
ば
ら
く
受

け
な
く
て
も
い
い
の
？

Ａ
毎
年
の
検
診
が
大
切
だ
ゾ
ウ
。

　
毎
年
の
検
診
を
薦
め
る
の
は

新
た
に
発
生
す
る
が
ん
に
も
対

処
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で

す
。陰
性
で
あ
っ
て
も
油
断
は
禁

物
。毎
年
の
検
診
で
笑
顔
あ
ふ

れ
る
生
活
を
こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ

う
。

　
も
し
、陽
性（
疑
い
あ
り
）と

診
断
さ
れ
た
場
合
は
、必
ず
精

密
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。が
ん

が
怖
い
と
逃
げ
る
の
で
は
な
く
、

早
く
見
つ
け
て
治
療
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

と　き ところ 健診種別 申し込み締め切り
10月 1日㈬
10月 2日㈭
10月 3日㈮ [女性の日]
10月 4日㈯
11月16日㈰
11月17日㈪
11月18日㈫
11月19日㈬
12月 5日㈮

8月29日㈮まで

9月30日㈫まで

10月31日㈮まで

1
2
3※
4
5
6
7
8
9

※　女性のみの受診日になります。託児もあります。（要予約）

旧小方中学校体育館
（大竹市役所本庁の隣）
駐車場は十分にあります。

＜受付時間＞
8時30分～10時30分

特定健診・一般健診
胃がん検診、肺がん検診

大腸がん検診
子宮頸がん検診、乳がん検診

肝炎ウイルス検診

問
い
合
わ
せ
　
社
会
健
康
課
☎
59
２
１
５
３

問
い
合
わ
せ
　
社
会
健
康
課
☎
59
２
１
４
０

７
月
は
熱
中
症
予
防
強
化
月
間

　
熱
中
症
は
、適
切
な
予
防
を
す
れ
ば
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

水
分
・
塩
分
補
給

○
喉
の
渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
、水
分
補

給
を
心
が
け
る
。

熱
中
症
に
な
り
に
く
い
室
内
環
境
づ
く
り

○
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
っ
て
温
度
調

節
を
行
う
。

○
室
温
が
上
が
り
に
く
い
環
境
を
確
保
す
る
。

（
換
気
、遮
光
カ
ー
テ
ン
、打
ち
水
な
ど
）

体
調
に
合
わ
せ
た
対
策

○
体
温
調
節
が
十
分
に
で
き
な
い
高
齢
者
、

子
ど
も
な
ど
は
、こ
ま
め
に
体
温
測
定
を

行
う
。

○
通
気
性
の
良
い
、吸
湿
・
速
乾
の
衣
類
を

着
用
す
る
。

○
保
冷
剤
、氷
、冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど
に
よ

り
体
を
冷
却
す
る
。

外
出
時
の
注
意

○
日
傘
や
帽
子
を
着
用
す
る
。

○
日
陰
を
利
用
し
、こ
ま
め
に
休
養
を
と
る
。

○
天
気
の
良
い
日
は
、昼
下
が
り
の
外
出
を

で
き
る
だ
け
控
え
る
。

暑
さ
指
数（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　
環
境
省
熱
中
症
予
防
情
報
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.w
bgt.env.go.jp/

）
で

確
認
で
き
ま
す
。暑
さ
に
応
じ
た
対
応
を

し
ま
し
ょ
う
。

介護予防
健康づくり事業元気はつらつ教室

と　き
　毎週水曜日 14時30分～16時
ところ
　総合市民会館
持参物
　タオル、飲み物など

総
合
介
護
予
防
教
室
事
業

７
月
の
教
室
紹
介 

〜
３
Ｂ
体
操
〜

　
３
Ｂ
体
操
は
、「
ボ
ー
ル（
ｂａ

ｌ
ｌ
）」・「
ベ
ル（
ｂｅ
ｌ
ｌ
）」・

「
ベ
ル
タ
ー（
ｂｅ
ｌ
ｔｅｒ
）」と

い
う
３
つ
の
Ｂ
の
つ
く
道
具
を

使
い
、音
楽
に
あ
わ
せ
て
楽
し

く
体
を
動
か
す
体
操
で
す
。

体
操
の
様
子

健康増進キャラクター
ぞうのしんちゃん

ボール

ベルター

ベル

ゆ

の
ど

ひざ
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1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

9月
日 月 火 水 木 金 土

3 4 5 6 7 8 9

1 2

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

8月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

7月
日 月 火 水 木 金 土

問
い
合
わ
せ
　
社
会
健
康
課 

☎
59
２
１
５
２

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
が
始
ま
り
ま
す

　
４
月
か
ら
消
費
税
率
が
８
％

へ
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り
、所
得
の
低
い
方
へ
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、一
時
的
な
措
置

と
し
て
臨
時
福
祉
給
付
金
を
支

給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

　
平
成
26
年
１
月
１
日
に
大
竹
市

に
住
民
票
が
あ
る
方
の
う
ち
、平

成
26
年
度
の
住
民
税（
均
等
割
）が

課
税
さ
れ
な
い
方

　
た
だ
し
、ご
自
身
を
扶
養
し
て

い
る
方
が
課
税
さ
れ
て
い
る
場

合
や
生
活
保
護
の
受
給
者
と
な

っ
て
い
る
場
合
な
ど
は
対
象
外

で
す
。

支
給
額

　
給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
１

万
円

　
給
付
対
象
者
の
中
で
以
下
に

該
当
す
る
方
は
５
千
円
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

○
老
齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎

年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受

給
者
の
方

○
児
童
扶
養
手
当
、特
別
障
害
者

手
当
、原
爆
被
爆
者
諸
手
当
の

受
給
者
の
方
な
ど

申
請
方
法

　
７
月
17
日
㈭
以
降
、臨
時
福
祉

給
付
金
の
対
象
と
思
わ
れ
る
方

に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。支
給

要
件
を
確
認
の
上
、申
請
書
を
記

入
し
、返
送
ま
た
は
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。加
算
対
象
の
場
合
は
申

請
書
の
加
算
措
置
欄
へ
も
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。支
給
要
件
に
該

当
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、７
月

中
に
申
請
書
が
届
か
な
い
場
合

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
と
一
緒
に
返
信
用
封

筒
を
同
封
し
ま
す
の
で
、な
る
べ

く
郵
送
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　
７
月
17
日
㈭
〜
10
月
17
日
㈮

　
窓
口
受
付
は
平
日
の
９
時
か

ら
16
時
ま
で
。市
役
所
本
庁
の
み

で
行
い
、支
所
で
の
受
付
は
行
い

ま
せ
ん
。土
・
日
曜
日
、祝
日
は

原
則
窓
口
受
付
は
行
い
ま
せ
ん

が
、８
月
３
日
㈰（
９
時
〜
16
時
）

の
み
本
庁
２
階
会
議
室
で
窓
口

受
付
を
行
い
ま
す
。

提
出
書
類

○
申
請
書（
必
要
事
項
を
記
入
し
、

印
鑑
を
押
し
た
も
の
）

○
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証

な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
書

類
の
写
し
）

※

　
支
給
対
象
者
全
員
分
の
本

人
確
認
書
類
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。代
理
の
方
が
申
請
さ

れ
る
場
合
は
代
理
の
方
の
本

人
確
認
書
類
も
必
要
で
す
。

○
申
請
者
名
義
の
口
座
が
確
認

で
き
る
書
類（
金
融
機
関
名
、

支
店
名
、口
座
番
号
、口
座
名

義（
カ
ナ
）が
わ
か
る
通
帳
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し
）

給
付
金
の
受
取
方
法

　
申
請
書
の
受
理
後
・
審
査
後

に
支
給
決
定
通
知
ま
た
は
不
支

給
決
定
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

支
給
決
定
の
場
合
は
、原
則
と
し

て
申
請
書
に
記
載
し
て
い
た
だ

い
た
指
定
口

座
に
入
金

し
ま
す
。

受付場所
期　間

７月１７日㈭
～７月３１日㈭

８月１日㈮
～９月９日㈫

９月１０日㈬
～１０月１７日㈮

ところ

市役所大会議室

市役所２階会議室

社会健康課窓口

よくある質問
質　問 回　答

ご自身の勤務先から「給与所得にかかる市民税、県民
税、特別徴収税額の決定通知書」が配られた方、ご自
身名義の「市民税、県民税額決定、納税通知書」が届
いた方には、基本的に住民税が課税されています。

住民税が課税されている
かどうか、どうすればわか
りますか。

給付金は平成２６年１月１日（基準日）時点で住民票
がある市区町村から支給されます。具体的な申請期
間や手続きについては、基準日時点でお住まいの市
区町村にお問い合わせください。

平成２６年１月２日（基準日
の翌日）以降に引っ越した
場合の給付金の受け取り
はどうなりますか。

単身赴任などで別世帯にお住まいの方に扶養されて
いる場合､扶養している人に住民税が課税されてい
るときは給付金を受け取れません。

一緒に住んでいない人に
扶養されている場合、給
付金はどうなりますか。

給付金受け取り後でも、支給要件に該当しないこと
が判明した場合は支給した給付金を返還していただ
きます。

給付金受け取り後、税務
調査などで住民税が課税
されることになった場合、
給付金はどうなりますか。

　受付開始直後は混雑が予想され
ますのでなるべく郵送での申請をお
勧めします。
　申請期間は10月17日㈮までです
ので、ゆっくり申請されて大丈夫です。

　平日の９時から１６時まで窓口受付
を行います。
※　８月３日（日）の９時から１６時まで
は休日受付を行います。

　消費税率の引き上げに伴い、子育て世帯臨時特例給
付金を支給します。
支給対象者
　平成26年１月１日に大竹市に住民票がある方のうち、
平成26年１月分の児童手当（特例給付を含む）の受給
者であって、その平成25年中の所得が児童手当の所得
制限額に満たない方
対象児童
　支給対象者の平成26年１月分の児童手当（特例給
付を含む）の対象となる児童を基本とします。
※　平成26年１月１日時点で中学生である児童は、実際
の申請・支給時に中学校を修了している場合でも対
象です。
※　平成26年１月２日以降に生まれた児童、臨時福祉給
付金の対象者、生活保護の被保護者などは対象外です。
支給額
　対象児童１人につき１万円（１回限り）
※　１人の対象児童につき、臨時福祉給付金と両方の受
給資格がある場合は、臨時福祉給付金が優先されま
すので、別途申請してください。
申請方法
　給付金を受け取るためには、申請が必要です。
　平成26年１月分の児童手当を大竹市から受給してお
り、子育て世帯臨時特例給付金の支給対象の可能性が
ある方に対し、７月17日㈭以降に申請書などを送付しま
す。申請書に記入・押印の上、同封の返信用封筒で返送
または福祉課児童係窓口へ提出してください。支給要件
に該当するにもかかわらず、７月中に申請書が届かない場
合は、お問い合わせください。
受付期間
　７月17日㈭～10月17日㈮（郵送の場合は17日必着）
　窓口受付は平日の８時30分から17時15分まで。
※　平成26年１月２日以降に転入された方は、1月１日に
住民票があった市区町村が申請先です。
提出書類（申請書を提出してください）
※　受取方法に児童手当振込口座以外の口座への振
込を希望する場合は、本人確認書類の写し（運転免許
証などの写し）と、振込先金融機関口座確認書類の写
し（通帳やキャッシュカードの写し）が必要です。
給付金の受取方法
　申請書の受理・審査後に、支給決定通知書または不
支給決定通知書を郵送します。支給決定の場合は、申請
書に記載された指定口座に振り込みます。
公務員の方について
　職場から「申請書（公務員用）」や「児童手当受給状況
証明書」を交付されている公務員の方も、受付期間内に
郵送または福祉課児童係窓口へ提出してください。
ＤＶ被害者の方について
　配偶者からの暴力を理由に、他の市区町村から大竹市
内に避難している方は、ご相談ください。

子育て世帯臨時特例給付金の
申請が始まります

問い合わせ　福祉課 ☎59２１４８

と　き
　７月26日㈯、27日㈰、8月2日㈯、3日㈰（４回講座）
　 10時～12時
ところ　小方学園プール
講　師
　大竹市水泳連盟会員、日本赤十字社指導員
　　　　　　　　　　　　 （着衣水泳のみ）
対　象
　市内在住の泳ぎが苦手な小学生
定　員　25人（申込順）
内　容
○グループ分けによる指導
○着衣で溺れたときの対処方法（27日の1時間のみ）
　保護者の方も一緒に体験してみてください。
持参品
　水着、水泳用キャップ、ゴーグル、タオル、飲み物など
※　きれいな状態の長そでシャツ、長ズボン（27日のみ）
申し込み
　７月4日㈮から11日㈮までに、総合市民会館備え付
けの用紙に記入の上、生涯学習課へ。

おぼ

みるみる上達4日間
一緒に頑張ろう！きっと泳げる！

小
方
学
園
の
プ
ー
ル
を
開
放
し
ま
す

スイミング教室
問い合わせ　生涯学習課 ☎53６６７７

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課 

☎
53
６
６
７
７■開放時間13時～20時　◯開放時間17時～20時

※　安全管理上、入場基準および遊泳基準を設けていますので、
　ご理解ご協力をお願いします。
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車両通行禁止区間
（17：00～22：20）
車両通行禁止区間
（19：00～21：30）
車両通行止標識
一方通行
（19：00～21：30）

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は

「
申
請
免
除
制
度
」

問
い
合
わ
せ

　
広
島
西
年
金
事
務
所
　
☎
０
８
２
‐
２
３
２
‐
４
１
７
１

　
保
険
介
護
課
　
☎
59
２
１
４
１

噛
み
つ
き
に
つ
い
て

　
周
り
の
友
だ
ち
が
持
っ
て
い
る
物
を
取
っ
た
り
噛
み
つ

い
た
り
す
る
の
が
心
配
で
す
。

　【ア
ド
バ
イ
ス
】

　
１
〜
２
歳
く
ら
い
に
な
っ
て
、周
り
の
友
だ
ち
と
触
れ

合
う
こ
と
が
増
え
て
く
る
と
、周
囲
と
の
ト
ラ
ブ
ル
も
増

え
て
き
ま
す
。子
ど
も
は
１
歳
半
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
自
我

が
芽
生
え
て
く
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
自
分
が…

」「
自

分
の
お
も
ち
ゃ
」と
い
う
自
己
主
張
が
出
て
く
る
時
期
な

の
で
す
が
、言
葉
を
使
っ
て
自
分
の
思
い
や
要
求
を
伝
え

る
こ
と
が
未
熟
な
時
期
で
す
。言
葉
の
代
わ
り
に
体
で
表

現
し
て
い
る
の
が
、噛
み
つ
き
や
ひ
っ
か
き
だ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。少
し
ず
つ
言
葉
が
増
え
て
、上
手
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、自

然
に
な
く
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
で
も「
ま
だ
小
さ
い
か
ら
言
っ
て
も
わ
か
ら
な
い
」と
か

「
そ
の
う
ち
わ
か
る
よ
う
に
な
る
か
ら
」と
い
っ
て
放
っ
て

お
け
ば
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。噛
ん
だ
り
、

ひ
っ
か
い
た
り
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
、噛
ま
れ
た
子
は

痛
い
思
い
を
し
て
い
る
の
だ
か
ら
謝
ら
な
い
と
い
け
な
い

こ
と
な
ど
、き
ち
ん
と
教
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
う
え
で
、言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
を
教
え
て
あ
げ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。お
も
ち
ゃ
の
取
り
合
い
で
噛
み
つ

い
た
の
で
あ
れ
ば
、お
も
ち
ゃ
が
欲
し
い
と
き
に
は「
欲
し

い
」と
か「
か
し
て
」な
ど
、何
度
も
何
度
も
繰
り
返
し
て
教

え
て
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　「
噛
ん
じ
ゃ
ダ
メ
！
」と
頭
ご
な
し
に
叱
る
よ
り
も
効
果

的
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

子
育
て
の
ア
ド
バ
イ
ス

こ
ん
な
と
き

　
　
　ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
し
ら
？

問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☎
54
０
０
２
１

　
福
祉
課
　
☎
59
２
１
４
８

No.
5

　「
申
請
免
除
制
度
」と
は
、さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に
、そ
の
間
の
保
険
料
を
免

除
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
の
こ
と
で
す
。

　
免
除
の
申
請
を
行
う
と
、本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の

所
得
状
況
や
失
業
・
災
害
な
ど
の
現
況
に
つ
い
て
審
査
し
、

承
認
さ
れ
た
方
が
免
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
免
除
の
割
合
は
、所
得
に
応
じ
て
４
段
階（
全
額
・
４
分

の
３
・
半
額
・
４
分
の
１
）に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

申
請
時
期

　
平
成
26
年
度
分（
平
成
26
年
７
月
〜
平
成
27
年
６
月
分
）

の
手
続
き
は
７
月
１
日
か
ら
で
す
。

　
な
お
、こ
れ
ま
で
免
除
を
受
け
て
い
る
方
で
、引
き
続
き

免
除
を
希
望
さ
れ
る
方
も
、毎
年
手
続
を
行
わ
な
い
と
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、免
除
の
申
請
は
過
去
２
年（
平
成
24
年
７
月
〜
平

成
26
年
６
月
分
）ま
で
遡
っ
て
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

　
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
場
合
は
、将
来
受
け
取
る
年

金
額
が
満
額
に
は
な
り
ま
せ
ん
。満
額
を
受
け
取
る
た
め

に
は
、免
除
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
を
10
年
以
内
に
納

付（
追
納
）す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、免
除
開
始
か
ら
２
年
を
経
過
す
る
と
、当
時
の
保

険
料
に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の
で
、早
め

の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

未
納
の
ま
ま
で
い
る
と

　
未
納
期
間
が
多
い
と
、老
齢
年
金
が
受
給
で
き
な
く
な

る
可
能
性
や
、万
が
一
の
と
き
の
障
害
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

※

　
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、申
請
免
除
制
度

を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

年
金
の
は
な
し

No.
214

7
5

　国際交流協会は、国際相互理解を深めるため、毎年海外の方を迎え、
講演会を開催しています。
　今回の講師は、映画や文学、スポーツが好きなアメリカ人。ＡＬＴ（英
語指導助手）として、日本の学校に関わって６年目になります。その講
師が感じた日本とアメリカの学校制度の違いを講演します。
　身近な話題で楽しい講演会ですので、お気軽にお越しください。当日は、
要約筆記も行います。

と　き　７月５日㈯　15時～16時30分
ところ　ギャラリーおおたけ（市立図書館２階）
講　師　ノア・マッキンズカス（アメリカ出身）

国際理解講演会 問い合わせ
大竹国際交流協会事務局（企画財政課内☎59２１２５）

私から見た アメリカの学校制度テーマ

7
26

と　　き　７月26日㈯ ８時50分（小方港受付開始）
　　　　　９時30分（小方港出発）　16時25分（小方港着）
　　　　　※　小雨決行
と  こ  ろ　阿多田島一円
釣りの方法　陸釣り
定　　員　80人（申込順）
　　　　　※　小学生以下は保護者の同伴が必要です。
参加料（フェリー代含む）
　　　　　○小学生以下 １、０００円
　　　　　○中学生以上 ２、０００円
賞　　品　参加者（大人）には鯛を、子どもには花火をプレゼ
　　　　　ント。また、釣果による賞も多数用意しています。
持参品　釣り道具、エサ、弁当、飲み物など

申し込み　７月１日㈫から電話かファ
クスで事務局（産業振興課内）へ。　
※　初心者の方には釣り方講習会を
開催します。

ちょっとしたマナーで楽しい魚釣り
　きれいな海で楽しく釣りをするために、
次のことを心がけましょう。
○ごみや空き缶は、必ず持ち帰る。
○漁業者の操業の邪魔にならないようにする。
○カキいかだで釣りをするときは、所有者の許可
を得る。
○港内の漁具などにいたずらしない。
○禁止されている次の漁具・漁法で釣ったり捕っ
たりしない。（灯光、潜水器、カゴ、水中鉄砲、ゴ
ムばねなどのヤス、刺網。また、船上から四つ手
網・投網・まきえなどを使用しない）

○小さな魚は、釣ったらすぐ逃す。

あたた愛ランドで釣り大会
問い合わせ　観光漁業実行委員会（産業振興課内☎59２１３１）

7
24

と　　き　７月24日㈭　20時10分～21時
※　荒天、河川増水などの場合は翌25日㈮に順延します。
２日とも開催できない場合は中止します。
と こ ろ　小瀬川大和橋下流
交通規制　当日は地図のとおり交通規制が行われます。また、元ＪＡ佐
伯中央から大和橋北交差点までの交通規制解除は22時20分ですが、
夜店が撤去作業を行うためトラックが出入りして通りにくくなります。23
時頃までかかると思われます。ご理解ご協力をよろしくお願いします。
観覧禁止区域　打上げ地点に近い両岸の道路一部
立入禁止区域　大和橋～ＪＲ鉄橋間の河川内および河川内敷地
駐車場（大竹側）　大竹中学校グラウンド（18時30分～23時）
※　台数に限りがあります。できるだけ公共交通機関をご利用ください。坂上線バス
（大竹・美和間）は通常の路線で運行します。

大竹・和木　川まつり花火大会
問い合わせ  大竹観光協会（商工会議所内☎52３１０５）

8
10

　大竹の川には、どんないきものがいるか観察してみ
ませんか。たくさんのいきものを発見しましょう。
と　　き　８月10日㈰　13時～16時
　　　　　※  雨天の場合、室内で学習会を開催します。
と こ ろ　マロンの里
対　　象　市内在住の方または勤務・通学している方
とその家族（小学生以下は保護者同伴）
定　　員 　40人（申込順）
講　　師　一般財団法人広島県環境保健協会職員
　　　　　（環境カウンセラー）
申し込み　７月10日㈭から電話で環境整備課へ。

停車場所
　玖波支所、大竹市役所、総合市民会館、大竹駅、
大竹支所
定　　員　28人（申込順）

環境ボランティア募集
　観察会などの手伝いをしてくれるボランティアを募
集しています。大竹市の自然などに興味のある方は、
電話で環境整備課へ。

体験型環境学習
川のいきもの観察会
問い合わせ　環境整備課☎59２１５４
～　見て・知って・感じて　～

マロンの里までの無料送迎バスを
運行します

夏休みの自由研究に使えるかも！

ひろしま環境の日
　７月のテーマは「やってみよう省エネ生活！～不要な照明は消そ
う～」です。地球だけでなく、家計にもやさしい省エネ生活をしてみ
ましょう。

募　集
灯ろう流しの灯ろうに願
いごとを書いてみません
か。詳しくは、観光協会へ。
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国
道
２
号
の
慢
性
的
な
渋
滞
解
消
の
た

め
、バ
イ
パ
ス
機
能
と
し
て
岩
国
大
竹
道

路
が
計
画
さ
れ
、現
在
、大
竹
市
側
で
も
用

地
買
収
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
の
早
期
完
成
の
た
め
、岩
国

市
、和
木
町
と
共
に
期
成
同
盟
会
を
結
成

し
、国
土
交
通
省
を
始
め
、地
元
選
出
国
会

議
員
、広
島
県
、山
口
県
な
ど
に
対
し
て
、

積
極
的
な
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
際
、国
か
ら
も
地
元
か
ら
の
強
い
声

が
、事
業
推
進
の
後
押
し
に
な
る
と
助
言

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、自
治
会
や
民
間
企
業
に
よ
り

早
期
完
成
に
向
け
て
の
署
名
活
動（※

）が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、こ
う
い
っ
た
取
り
組

み
は
力
強
い
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、官
民
一
体
と
な
っ
て
、岩
国
大

竹
道
路
の
完
成
に
向
け
て
尽
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※

　
平
成
25
年
10
月
に
自
治
会
連
合
会
や

商
工
会
議
所
で
署
名
活
動
に
取
り
組
ま

れ
、１
万
４
９
２
４
人（
自
治
会
連
合
会

分
１
万
３
７
７
２
人
）も
の
署
名
が
集

ま
り
ま
し
た
。こ
の
署
名
は
、要
望
書
と

と
も
に
平
成
25
年
12
月
に
、国
土
交
通

省
本
省
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
雨
水
対
策
の
こ
と
も
あ
り
、将
来
的
に

は
都
市
計
画
道
路
と
し
て
整
備
す
る
必
要

性
・
重
要
性
は
高
い
路
線
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、現
在
は
他
の
街
路
事
業
に
取

り
組
ん
で
お
り
、こ
の
進
捗
状
況
等
を
考

慮
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
な
お
、昭
和
61
年
頃
、事
業
実
施
に
向
け

用
地
測
量
等
を
実
施
し
ま
し
た
が
、地
元

の
合
意
が
得
ら
れ
ず
、断
念
し
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
末
に「
大
竹
駅
周
辺
整
備

新
構
想
」を
策
定
し
、こ
の
中
の
目
標
・
基

本
方
針
に
基
づ
き
、現
在
、駅
の
橋
上
化
に

伴
う
自
由
通
路
の
計
画
見
直
し
な
ど
、Ｊ

Ｒ
な
ど
の
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て
い

ま
す
。周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
の
核
と
な
る

橋
上
駅
お
よ
び
自
由
通
路
の
早
期
の
完
成

に
向
け
、引
き
続
き
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
の

場
で
交
わ
さ
れ
た
主
な
内
容

栄
Ａ
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

○
小
瀬
川
は
、魚
が
集
ま
る
場
所
を
作
る

な
ど
、ひ
と
工
夫
で
素
晴
ら
し
い
川
に

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

○
栄
町
地
区
は
工
業
地
帯
の
イ
メ
ー
ジ
が

強
く
、子
ど
も
た
ち
が
親
し
め
る
水
辺

で
は
な
い
。緑
を
増
や
す
な
ど
の
整
備

を
し
て
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て
ほ
し
い
。

○
小
瀬
川
の
遊
歩
道
を
東
栄
ま
で
つ
な
げ

れ
ば
、歩
く
人
が
増
え
、人
が
行
き
交
う

場
所
に
な
る
と
思
う
。

○
住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に
は
、人

と
の
つ
な
が
り
が
大
切
だ
と
思
う
。栄

町
に
人
が
集
え
る
場
所
が
増
え
た
ら
い

い
と
思
う
。

　
大
膳
川
は
、砂
防
施
設
で
あ
る
堰
堤
や

護
岸
と
い
っ
た
工
作
物
を
県
が
管
理
し
、

河
床
の
土
砂
や
草
な
ど
に
つ
い
て
は
市
で

管
理
し
て
い
ま
す
。

　
ご
要
望
の
河
床
や
護
岸
の
草
へ
の
対
応

は
、河
川
の
流
水
を
著
し
く
阻
害
し
た
り
、

護
岸
な
ど
の
施
設
が
損
傷
を
受
け
た
り
す

る
よ
う
な
状
況
と
な
っ
た
場
合
は
、県
や

市
で
除
草
な
ど
の
対
応
を
行
い
ま
す
。隣

接
す
る
市
道
に
か
か
る
草
は
状
況
に
応
じ
、

適
宜
除
草
し
ま
す
が
、河
川
内
の
除
草
は

現
時
点
で
は
河
川
管
理
上
の
必
要
性
が
あ

る
状
態
で
は
な
い
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、環
境
美
化
と
い
う
観
点
か
ら
、こ

れ
ま
で
の
よ
う
に
地
元
で
河
川
内
の
除
草
清

掃
を
継
続
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、

雑
草
な
ど
の
処
分
は
以
前
と
同
様
に
対
応

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
の

場
で
交
わ
さ
れ
た
主
な
内
容

黒
川
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

○
大
膳
川
の
両
側
に
１
メ
ー
ト
ル
く
ら
い

の
歩
道
を
つ
け
て
、錦
龍
の
滝
ま
で
歩

い
て
行
け
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

○
年
齢
層
別
に
若
い
人
の
グ
ル
ー
プ
を

作
っ
て
、長
期
的
に
活
動
し
て
み
た
い
。

何
年
も
継
続
す
れ
ば
、何
か
変
化
が
生

ま
れ
る
と
思
う
。若
い
人
を
中
心
に
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

○
多
く
の
人
が
玖
波
青
木
線
を
散
歩
し
て

い
る
が
、ラ
イ
ト
な
ど
を
持
っ
て
歩
け

ば
、少
し
は
明
る
く
な
っ
て
子
ど
も
が

安
心
し
て
帰
れ
る
と
思
う
。

　
岩
国
大
竹
道
路
整
備
事
業
の
進
捗
に
伴

い
、御
園
２
・
３
号
棟
の
移
転
を
早
期
に

進
め
る
必
要
が
で
て
き
た
の
で
、御
園
６

号
棟
建
設
を
先
行
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　
黒
川
ア
パ
ー
ト
の
建
設
計
画
に
つ
い
て

は
、御
園
６
号
棟
完
成
後
の
市
営
住
宅
入

居
状
況
や
社
会
経
済
状
況
を
み
な
が
ら
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
黒
川
住
宅
に
つ
い
て
は
、市
営
ア
パ
ー

ト
等
へ
の
移
転
を
勧
め
、解
体
で
き
る
家

屋
か
ら
解
体
し
て
い
き
ま
す
。

　
空
地
に
つ
い
て
は
、現
在
市
営
住
宅
の

管
理
を
委
託
し
て
い
る
第
一
ビ
ル
サ
ー
ビ

ス
が
各
市
営
住
宅
を
定
期
的（
最
低
月
１

回
）に
巡
回
し
て
お
り
、必
要
に
応
じ
て
草

刈
り
な
ど
の
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

　
大
竹
警
察
署
の
交
通
課
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、ご
質
問
の
よ
う
な
規
制
は
、地
域
住

民
の
総
意
に
よ
る
同
意
が
あ
れ
ば
可
能
と

の
こ
と
で
し
た
。た
だ
し
、地
域
住
民
も
規

制
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、許
可
書
は
通
行
禁
止
の
場
合
に

発
行
し
て
お
り
、進
入
規
制
の
み
の
場
合

は
あ
ま
り
発
行
し
た
こ
と
が
な
い
と
の
こ

と
で
し
た
。許
可
書
は
個
人
が
申
請
す
る

こ
と
と
な
り
、３
年
更
新
と
な
り
ま
す
。

　
地
域
の
思
い
は
十
分
理
解
で
き
ま
す
が
、

現
時
点
で
は
通
行
に
対
す
る
規
制
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、効
果
的
な
指
導
方
法
が
な

い
の
が
実
情
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
の

場
で
交
わ
さ
れ
た
主
な
内
容

立
戸
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

○
清
掃
は
地
区
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
で

あ
る
が
、協
力
し
て
助
け
合
う
こ
と
で

絆
を
つ
く
る
こ
と
で
も
あ
る
。市
職
員

に
話
し
た
ら
賛
同
し
て
８
人
が
地
区
清

掃
に
参
加
し
て
く
れ
た
。一
緒
に
清
掃

す
る
こ
と
で
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
た
。

○
老
人
ク
ラ
ブ
で
地
区
の
高
齢
者
、地
区

の
皆
さ
ん
に
集
ま
っ
て
も
ら
い「
い
き

い
き
サ
ロ
ン
童
謡
教
室
」を
開
催
し
、地

域
の
繋
が
り
、絆
を
深
め
て
い
る
。

○
立
戸
地
区
に
は
坂
道
の
上
に
団
地（
住

宅
）が
あ
る
が
、高
齢
者
が
通
行
し
や
す

い
平
ら
な
滑
ら
な
い
道
に
し
て
ほ
し
い
。

　
自
治
会
連
合
会
は
、住
み
や
す
い
地
域

づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、市
長
と
直
接
話
し
合
う「
地
区

懇
談
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
は
９
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
は
、栄
Ａ
地
区
、立
戸
地
区
、黒
川
地

区
の
内
容（
一
部
抜
粋
）を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
自
治
振
興
課
☎
59
２
１
４
２

あ
な
た
の
声
を
市
政
に

地
区
懇
談
会

栄
Ａ
地
区（
　
　
　
　
　
　
）

平
成
25
年
11
月
６
日

南
栄
１
・
２
丁
目
集
会
所

答答

答答

問 岩
国
大
竹
道
路
に
つ
い
て

　
朝
と
夕
方
は
栄
町
地
区
の
国
道
２
号

が
と
て
も
渋
滞
し
て
お
り
、ま
た
、南
栄

１
・
２
丁
目
集
会
所
前
の
交
差
点
で
は

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。通
勤
時
間

帯
は
非
常
に
車
両
が
多
く
、通
学
路
で

も
あ
る
の
で
危
険
で
す
。

　
岩
国
大
竹
道
路
が
完
成
す
る
と
道
路

事
情
が
変
わ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、国・県

に
対
し
て
、早
期
に
こ
の
事
業
が
完
成
す

る
よ
う
強
く
働
き
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

答 問 玖
波
青
木
線
に
つ
い
て

　
立
戸
２
丁
目
か
ら
３
丁
目
に
か
け
て

玖
波
青
木
線
の
道
路
の
拡
張
工
事
が
止

ま
っ
て
い
ま
す
が
、今
後
の
予
定
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

問 中
市
立
戸
線
の
進
入
禁
止
に

つ
い
て

　
両
国
橋
が
新
し
く
架
け
替
え
ら
れ
る

と
、油
見
ト
ン
ネ
ル
や
中
市
立
戸
線
の

交
通
量
も
多
く
な
り
、危
険
度
も
高
く

な
り
ま
す
。油
見
ト
ン
ネ
ル
を
出
て
２

つ
目
の
信
号
を
朝
７
時
か
ら
９
時
ま
で

と
16
時
か
ら
17
時
ま
で
左
折
禁
止
に
、

立
戸
郵
便
局
前
交
差
点
の
大
竹
駅
方
面

行
き
の
車
線
を
同
時
刻
に
右
折
禁
止
に

し
、地
域
住
民
は
許
可
書
の
発
行
で
通

行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、市
外
の
方
の
通
行
が
多
い
の

で
、玖
波
青
木
線
側
に
迂
回
す
る
よ
う

指
導
も
お
願
い
し
た
い
。

問 黒
川
地
区
内
の
市
営
住
宅
に

つ
い
て

　
黒
川
地
区
内
の
市
営
住
宅
の
整
備
計

画
、空
地
や
空
家
の
管
理
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

問 Ｊ
Ｒ
大
竹
駅
東
口
整
備
事
業
に

つ
い
て

　
Ｊ
Ｒ
大
竹
駅
東
口
整
備
事
業
は
、栄

町
地
区
に
お
い
て
は
非
常
に
関
心
の
高

い
事
業
で
す
。平
成
30
年
度
の
完
成
が

目
標
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、１
年
で
も

早
い
完
成
を
お
願
い
し
ま
す
。

答 問 大
膳
川
の
環
境
美
化
に

つ
い
て

　
大
膳
川
と
そ
の
堤
に
か
な
り
草
が
生

え
て
い
る
の
で
除
草
し
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
す
が
、大
膳
川
、堤
の
管
理
は
、

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

で
す
か
。

立
戸
地
区（
　   

　
　
）

平
成
25
年
11
月
７
日

立
戸
集
会
所

黒
川
地
区（
　   

　
　
）

平
成
25
年
11
月
13
日

黒
川
会
館

え
ん
て
い
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※　岩国市と共同運行しています。

平成21～25年度（上・下期）利用状況

運行経費
（千円）

運賃収入
（千円）

収益率
（％）

上期
下期
合計
上期
下期
合計
上期
下期
合計

Ｈ21  
7,257
7,292
14,549
3,290
2,742
6,032
45.3
37.6
41.5

Ｈ22  
137,300
7,318
14,618
3,413
2,621
6,034
46.8
35.8
41.3

Ｈ23  
7,361
7,319
14,680
3,310
2,911
6,221
45.0
39.8
42.4

Ｈ24  
7,893
8,179
16,072
3,649
2,787
6,436
46.2
34.1
40.0

Ｈ25  
9,070
8,189
17,259
3,425
2,581
6,006
37.8
31.5
34.8

※　岩国市と共同運行しています。

平成21～25年度（上・下期）利用状況

利用者数
（人）

1便あたり
利用者数
（人/便）

上期
下期
合計
上期
下期
合計

Ｈ21  
14,036
13,439
27,475
8.2
7.9
8.1

Ｈ22  
13,742
12,942
26,684
8.0
7.6
7.8

Ｈ23  
13,054
12,424
25,478
7.6
7.3
7.5

Ｈ24  
12,366
12,009
24,375
6.3
6.2
6.2

Ｈ25  
11,819
11,503
23,322
6.0
5.9
6.0

みんなで考えよう
公共交通69

坂
上
線
バ
ス
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

問
い
合
わ
せ
　
大
竹
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会（
自
治
振
興
課
内
☎
59
２
１
４
２
）

　
平
成
26
年
２
月
号
で
坂
上
線
バ
ス
の

平
成
25
年
度
上
期
の
運
行
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
平
成
25

年
度
下
期
お
よ
び
年
間
の
運
行
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
下
期
（
10
月
か
ら
３
月
ま

で
の
６
カ
月
間
）
の
運
行
経
費
は
約
８
１

９
万
円
で
、
前
年
度
下
期
と
ほ
ぼ
同
額
で

す
。
一
方
、運
賃
収
入
は
約
２
５
８
万
円
で
、

前
年
度
下
期
と
比
べ
て
約
20
万
円
減
少
し

て
い
ま
す
。

　
運
行
経
費
に
対
す
る
運
賃
収
入
の
割
合

（
収
益
率
）
は
31
・
５
％
で
、
前
年
度
下

期
と
比
べ
て
２
・
６
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
か
ら
の
５
年
間
の
運
営
状

況
を
見
る
と
、
運
行
経
費
は
燃
料
・
油
脂

の
高
騰
と
車
両
の
維
持
管
理
費
（
修
繕

費
）
な
ど
の
増
額
に
よ
り
、
平
成
21
年
度

か
ら
の
５
年
間
で
約
２
７
１
万
円
（
約
19

％
）
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
運
賃
収
入
は
、
平
成
24
年
度
と

比
べ
る
と
約
43
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

５
年
間
で
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
す
。

　
運
行
経
費
が
増
加
し
て
い
る
た
め
収
益

率
は
減
少
傾
向
で
、
平
成
25
年
度
は
最
も

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

減
少
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
数
の
減
少
に
伴
い
、
１
便
あ
た

り
の
利
用
者
数
も
減
少
し
て
お
り
、
平
成

21
年
度
に
比
べ
て
２
・
１
人
減
少
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
坂
上
線
バ
ス
が
長
く
走

り
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
皆
さ
ん
と
一
緒

に
守
り
、
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※

　
ダ
イ
ヤ
や
運
賃
表
は
車
内
、
自
治
振

興
課
、
各
支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

事
例

　
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
い
な
か
っ
た
エ
ア

コ
ン
の
電
源
プ
ラ
グ
か
ら
発
火
し
、
カ
ー

テ
ン
が
焦
げ
た
。

　原
因

　
電
源
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
に
長
期
間

差
し
こ
ん
だ
ま
ま
だ
っ
た
た
め
、
電
源
プ

ラ
グ
に
ほ
こ
り
や
湿
気
な
ど
が
た
ま
り
、

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
が
発
生
し
て
発
火
し

た
も
の
で
す
。
定
期
的
に
電
源
プ
ラ
グ
を

抜
い
て
、
ほ
こ
り
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
に

清
掃
し
て
く
だ
さ
い
。

　
次
の
症
状
が
み
ら
れ
た
ら
使
用
を
中
止

し
て
く
だ
さ
い
。

○
電
源
コ
ー
ド
や
プ
ラ
グ
が
異
常
に
熱
い

○
焦
げ
臭
い

○
ブ
レ
ー
カ
ー
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
落
ち
る

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

夏
　
暮
ら
し
の
中
の
か
く
れ
た
危
険

〜
製
品
安
全
チ
ェ
ッ
ク
で
、楽
し
い
夏
休
み
〜

困
っ
た
と
き
は
こ
こ
に
相
談

v
o
l
・
２６

問
い
合
わ
せ
　
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
57
３
２
３
６

運 

営 

状 

況

古
い
扇
風
機
に
よ
る
事
故

エ
ア
コ
ン
の
電
源
プ
ラ
グ
か
ら
発
火

事
例

　
冷
水
筒
に
熱
湯
を
入
れ
て
ふ
た
を
し
て

運
ぼ
う
と
し
た
ら
、
破
損
し
て
や
け
ど
を

負
っ
た
。

　原
因

　
禁
止
し
て
い
る
熱
湯
を
入
れ
て
す
ぐ
に

ふ
た
を
す
る
使
い
方
を
繰
り
返
し
た
た
め

に
冷
水
筒
に
亀
裂
が
入
っ
て
、
内
圧
の
上

昇
に
よ
り
破
損
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

　
取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
表
示
も
必

ず
確
認
し
て
正
し
く
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
つ
い
つ
い
」、「
う
っ
か
り
」
で
事
故

は
起
こ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

冷
水
筒
が
割
れ
て
や
け
ど

事
例

　
使
用
中
の
扇
風
機
付
近
か
ら
出
火
し
、

住
宅
を
全
焼
し
て
１
人
が
重
傷
の
や
け
ど

を
負
っ
た
。

　原
因

　
30
年
間
の
長
期
使
用
に
よ
り
、
部
品
が

異
常
発
熱
し
、
ス
パ
ー
ク
が
発
生
し
て
周

囲
の
ほ
こ
り
な
ど
に
着
火
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た
ま
ま
で
、
そ

の
場
を
離
れ
て
い
ま
し
た
。

　
次
の
症
状
が
み
ら
れ
た
ら
使
用
を
中
止

し
て
く
だ
さ
い
。

○
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
も
フ
ァ
ン
が
回
ら

な
い
。

○
フ
ァ
ン
の
回
転
が
遅
か
っ
た
り
、
不
規

則
だ
っ
た
り
す
る
。

○
モ
ー
タ
ー
部
分
が
熱
い
、
焦
げ
臭
い
。

○
モ
ー
タ
ー
か
ら
異
常
な
音
が
す
る
。

○
コ
ー
ド
が
折
れ
曲
が
っ
た
り
破
損
し
て

い
る
。

○
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
も
回
ら
な
い
が
、

叩
く
と
回
り
出
す
。

　
バ
ス
の
車
内
事
故
は
、
バ
ス
の
事
故
の

約
３
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
側
が
原
因
と
な
る
の
は
、
バ
ス

が
停
止
す
る
前
に
席
を
立
つ
こ
と
や
、
走

行
中
に
車
内
移
動
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。

　
一
方
、
運
転
者
側
が
原
因
と
な
る
の
は
、

乗
客
が
着
座
す
る
前
に
発
車
す
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
車
内
事

故
を
防
止
す
る
た
め
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
。

期
　間
　
７
月
１
日
㈫
〜
７
月
31
日
㈭

重
点
項
目
　
車
内
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
利

用
者
側
、
運
転
者
側
は
次
の
こ
と
を
守
っ

て
車
内
事
故
を
ゼ
ロ
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

 

ゆ
と
り
乗
降

バ
ス
が
停
車
し
、
扉
が
開
い
て
か
ら
席
を

立
ち
ま
し
ょ
う
。

　

 

ゆ
と
り
運
転

利
用
者
が
着
席
し
て
か
ら
発
車
し
よ
う
。

　
ま
た
、
バ
ス
は
安
全
運
転
に
徹
し
て
い

ま
す
が
、
や
む
を
得
ず
急
ブ
レ
ー
キ
を
掛

け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
満
席
の
た
め
、

立
っ
て
利
用
す
る
場
合
は
、
吊
革
や
握
り

棒
に
し
っ
か
り
つ
か
ま
り
ま
し
ょ
う
。

　
バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

バ
ス
車
内
事
故

　
　 防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

　
平
成
25
年
度
下
期
の
６
カ
月
間
で

１
１
、
５
０
３
人
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ

き
ま
し
た
。
前
年
度
下
期
と
比
べ
て
約
５

０
０
人
（
約
４
％
）
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
１
便
あ
た
り
の
利
用
者
数
は
５
・
９
人

で
、
前
年
度
下
期
と
比
べ
て
０
・
３
人
減

少
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
か
ら
の
利
用
者
数
を
見
る

と
、
毎
年
減
少
し
続
け
て
お
り
、
平
成
21

年
度
に
比
べ
る
と
約
４
千
人
（
約
15
％
）

利 

用 

者 

数

！

！！

事
例

　
日
中
、
屋
外
に
停
め
て
い
た
車
の
中
の

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
が
破
裂
し
て
火
災
が
発

生
し
た
。

　原
因

　
炎
天
下
の
屋
外
に
駐
車
し
て
い
た
た
め
、

荷
台
に
置
い
て
い
た
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
が

高
温
に
な
っ
て
内
圧
が
上
が
り
破
裂
し
、

引
火
し
た
も
の
で
す
。

　
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど

可
燃
性
ガ
ス
が
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、

高
温
の
と
こ
ろ
に
は
置
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
２
台
並

べ
て
大
き
な
鉄
板
を
の
せ
て
調
理
し
た
た

め
、
鉄
板
の
放
射
熱
で
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

が
爆
発
す
る
事
故
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

（
独
立
行
政
法
人
　
製
品
評
価
技
術
基
盤

機
構
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
よ
り
）

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
が
破
裂

！

　
真
珠
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
が
、
通
常
価
格
10

万
円
の
半
額
だ
っ
た
の
で
注
文
し
た
が
、

届
い
た
も
の
は
テ
レ
ビ
と
見
栄
え
が
違

い
、
価
格
ほ
ど
の
価
値
は
な
い
よ
う
に
思

え
る
。
返
品
を
申
し
出
た
が
断
ら
れ
た
。

（
60
歳
代
　
女
性
）

　
布
団
用
掃
除
機
を
電
話
で
注
文
す
る

と
き
「
操
作
は
難
し
く
な
い
か
」
と
質

問
す
る
と
、
「
簡
単
で
す
」
と
言
わ
れ

た
が
、
フ
ィ
ル
タ
ー
の
カ
バ
ー
が
硬
す

ぎ
て
開
け
る
と
き
に
指
が
痛
く
な
っ
て

し
ま
う
。
返
品
し
た
い
が
、
業
者
は
一

度
電
気
を
通
し
た
も
の
は
返
品
を
受
け

な
い
と
言
っ
て
い
る
。（70

歳
代
　
女
性
）

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　
自
宅
で
手
軽
に
買
い
物
で
き
る
テ
レ

ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
、
返
品
の
可
否
な

ど
重
要
な
事
項
の
表
示
時
間
が
短
く
、

わ
か
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
通
信

販
売
で
は
、
事
業
者
が
返
品
の
可
否
や

返
品
期
限
に
関
す
る
特
約
を
設
け
て
い

る
場
合
、
そ
れ
に
従
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
特
約
が
な
い
場
合
は
、
受
け
取
っ

た
日
か
ら
数
え
て
８
日
以
内
で
あ
れ
ば

返
品
で
き
ま
す
。

　
印
象
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
商
品
の

使
い
方
や
返
品
で
き
る
か
な
ど
を
よ
く

確
認
し
て
か
ら
注
文
し
ま
し
ょ
う
。

消
費
者
シ
リ
ー
ズ

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
買
っ
た
ら

返
品
で
き
な
か
っ
た

問
い
合
わ
せ

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

☎
57
３
２
３
６
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①

②

③

④

①

②

③

④

　
簡
単
で
美
味
し
い
家
庭
料
理

を
、
料
理
好
き
な
女
性
た
ち
に
教

え
て
も
ら
っ
て
、
み
ん
な
で
楽
し

み
な
が
ら
料
理
を
作
り
ま
す
。

と
　き
　
７
月
29
日
㈫

　
９
時
30
分
〜
13
時

と
　き
・
と
こ
ろ

小
方
公
民
館
　
７
月
25
日
㈮

栄
公
民
館
　
７
月
29
日
㈫

※

　
い
ず
れ
も
13
時
30
分
〜
16
時

対
　象
　
18
歳
以
上
の
方

講
　師
　
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
大
竹

（
営
農
指
導
員
）

定
　員
　
30
人
（
申
込
順
）

申
し
込
み

　
前
日
ま
で
に
各
公
民
館
へ
。

ひとり一学習　一スポーツ　一趣味　一ボランティア 7月の生涯学習講座
津
波
っ
て
何
だ
ろ
う

〜
地
震・津
波
か
ら

　
　
　
　身
を
守
ろ
う
〜

玖
波
公
民
館 
☎
57
７
０
８
４

　
普
段
見
て
い
る
波
と
ど
う
違
う

の
？
津
波
が
起
こ
る
し
く
み
を
分

か
り
や
す
く
学
び
ま
し
ょ
う
。
突

然
お
そ
っ
て
く
る
地
震
、
津
波
に

備
え
て
み
ん
な
で
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
。

と
　き
　
７
月
29
日
㈫

と
こ
ろ
　
玖
波
公
民
館

対
　象
　
ど
な
た
で
も
可

講
　師
　
南
里
　
昌
和
さ
ん

（
広
島
地
方
気
象
台
　
観
測
予
報

課
　
技
術
専
門
員
）、

真
田
　
和
俊
さ
ん
（
戸
田
工
業
Ｃ

Ｓ
Ｒ
環
境
セ
ン
タ
ー
長
）

定
　員
　
30
人
（
申
込
順
）

申
し
込
み
　
７
月
１
日
㈫
か
ら
玖

波
公
民
館
へ
。

あ
な
た
は
大
丈
夫
？

熱
中
症

小
方
公
民
館 

☎
57
６
２
４
９

男
の
料
理
教
室

（
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
）

小
方
公
民
館 

☎
57
６
２
４
９

　
私
は
大
丈
夫
！
な
ん
て
安
心
し

て
い
ま
せ
ん
か
。
熱
中
症
患
者
の

６
割
が
高
齢
者
で
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
室
内
で
の
発
生
で
す
。
正
し

い
水
分
補
給
や
熱
中
症
の
症
状
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

と
　き
　
７
月
15
日
㈫

　
10
時
〜
11
時

ボ
ー
ル
ペ
ン
で
、

名
前
を
き
れ
い
に

書
き
ま
し
ょ
う

小
方
公
民
館 

☎
57
６
２
４
９

　
人
前
で
名
前
を
書
く
の
は
、

ち
ょ
っ
と
苦
手
、
も
っ
と
き
れ
い

な
字
が
書
き
た
い
な
ど
、
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
。
き
れ
い
に
書
く
コ

ツ
を
教
え
ま
す
。

と
　き
　
７
月
12
日
㈯

　
14
時
〜
16
時

と
こ
ろ
　
小
方
公
民
館

対
　象
　
18
歳
以
上
の
方

講
　師
　
田
中
　
東
峰
さ
ん
　

定
　員
　
10
人
（
申
込
順
）

持
参
品
　
ボ
ー
ル
ペ
ン

申
し
込
み
　
前
日
ま
で
に
小
方
公

民
館
へ
。

と
こ
ろ
　
小
方
公
民
館

対
　象
　
18
歳
以
上
の
男
性

定
　員
　
20
人
　

受
講
料
　
３
０
０
円

持
参
品

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布
巾

講
　師

　
市
食
生
活
改
善
推
進
員
　

申
し
込
み

　
７
月
19
日
㈯
ま
で
に
小
方
公
民

館
へ
。

そ
の
他

　
小
方
地
区
社
協
共
催

も
っ
と
教
え
て

秋
野
菜
の
作
り
方

小
方
公
民
館
☎
57
６
２
４
９

栄
公
民
館
☎
53
６
６
８
８

　
初
め
て
の
野
菜
作
り
に
挑
戦
す

る
人
。
何
度
も
作
っ
て
い
る
け

ど
、
ま
だ
ま
だ
お
い
し
い
野
菜
の

作
り
方
を
聞
き
た
い
人
。
い
ろ
い

ろ
な
質
問
に
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導
員

が
答
え
ま
す
。

と
　き
　
７
月
23
日
㈬

　
18
時
〜
20
時

と
こ
ろ
　
ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル

対
　象

　
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

講
　師
　
山
本
　
節
子
さ
ん
（
太

極
拳
エ
ン
ジ
ョ
イ
講
師
）

定
　員
　
20
人 

 

持
参
品
　
タ
オ
ル
・
飲
み
物
・
上

靴
運
動
の
で
き
る
服
装

申
し
込
み
　
前
日
ま
で
に
大
竹
会

館
へ
。

と
こ
ろ
　
小
方
公
民
館

対
　象
　
18
歳
以
上
の
方

講
　師
　
　
大
矢
　
聖
子
さ
ん

（
ヤ
ク
ル
ト
管
理
栄
養
士
）

定
　員
　
30
人
（
申
込
順
）

申
し
込
み
　
前
日
ま
で
に
小
方
公

民
館
へ
。

大
竹
会
館 

☎
53
２
２
２
６

太
極
拳
体
験
会

※　詳しくは小方公民館へ。

ところ

小方公民館
☎57６２４９

対　象

18歳以上の方

講座名・内容
『いきいき健康講座』　なつかしい歌を歌ったり、
脳トレゲームをしたりして心と体を鍛えましょう。
『エクササイズ教室』　腰痛や肩こりなどを予防・
改善する運動方法を指導します。
『手芸講座』（初心者向け）
クラフトテープを使って素敵なかごや小物を作ります。
『手芸講座』（上級者向け）
クラフトテープを使って網代編みに挑戦します。

と　き
第3木曜日（7月17日）
13時30分～15時30分
第4土曜日（7月26日）
13時30分～14時30分
第2土曜日（7月12日）
13時～16時
第3土曜日（7月19日）
13時～15時

受
講
者
募
集

毎
月
１
回
定
期
講
座

こどもの本 おとなの本
「
大
き
く
な
る
っ
て
こ
ん
な
こ
と
！
」

①「
ひ
つ
じ
郵
便
局
長
の
ひ
み
つ
」

小
手
鞠
　
る
い 

作

②「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
」

サ
ラ・ネ
イ
サ
ン
＆
セ
ラ・ロ
ー
マ
ン 

作

③「
戦
場
の
オ
レ
ン
ジ
」

エ
リ
ザ
ベ
ス・レ
ア
ー
ド 

作

④「
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
絵
物
語
」有川

　
浩 

作

①「
紅
け
む
り
」

山
本
　
一
力

②「
紫
匂
う
」

葉
室
　
麟

③「
廉
恥
」

今
野
　
敏

④「
満
月
の
道
」（
流
転
の
海 

第
７
部
）」

宮
本
　
輝

市立図書館ホームページアドレス
http://www.tosho.otake.hiroshima.jp
携帯アドレス
http://www.tosho.otake.hiroshima.jp/mobile
問い合わせ　☎52５３３８　FAX 52８００５

■白字は図書館の休館日です。 ○おはなし会の日です。

― としょかんだより ― 　あの女が、私の目の前で死んだ。かつ
て父親が犯した殺人に関わり、行方不明
だった女が、今になってなぜ…。真相を求
めて信州の寒村を訪ねた私を次々に襲
う異様な出来事。果たして、誰が誰を殺し
たのか？本格ミステリー。

「
貘
の
檻
」

道
尾

　秀
介

　春がきて、草木も花も育っていく。
ヒヨコもコイヌも大きくなるよ。「ぼく
も大きくなるのかな？」と、小さなぼ
うやがたずねると、「もちろんよ」と、
おかあさん。美しい季節のうつりか
わりを背景に、少年の成長を描く。

 

ル
ー
ス・ク
ラ
ウ
ス 

文

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
7月（Jul）

（図書館２階ギャラリー１）
おひざにだっこのおはなし会
７月11日㈮10時30分（対象　赤ちゃん向き）
（図書館２階ギャラリー３）
親子で楽しむおはなし会
７月11日㈮11時（対象　１歳から）
（総合市民会館３階第一・二研修室）
おはなし会
（らんらんカレッジサマースクール2014）
７月19日㈯10時30分（対象　幼児・小学生）

イベント紹介

一般向き
夏バテ予防・体を鍛える
児童向き
ワクワクドキドキ冒険の旅へ

展示コーナー

ワールドサッカー（６月から継続）
時事コーナー

　５月１２日に、株式会社正和クリーンから、市内の小学校に通う４
年生にリサイクル下敷き２３７枚の寄付がありました。ありがとうご
ざいました。

寄付ありがとうございました寄付ありがとうございました
問い合わせ 総務学事課☎59２１８４

勤労青少年ホーム 問い合わせ 生涯学習課☎53５８００
活動中のサークルや
開催中の講座

サークル・講座名
テニス
イベント企画
バドミントン
料理
バスケットボール

現在の所属人数
男11人　女9人
男4人　女2人
男9人　女8人
　　   －
男7人

と　き
火・木曜日　19時30分～21時30分
不定
木曜日　19時30分～21時30分
第3火曜日　19時～21時30分
第2・4月曜日　19時30分～21時

ところ
小方公民館
不定
大竹中学校
総合市民会館2階料理講習室
大竹中学校

申し込み受付中
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医療機関名

広島西医療センター

電　話

℡57７１５１

所　在　地

玖波４丁目１番１号

シルククリニック ℡52３３１３本町１丁目５番６号

レディースクリニック
とよしま医院 ℡53７７８９油見３丁目１９番６号

荒田クリニック

※  検査を希望する医療機関に、電話で事前に予約をしてください。

（表1）

℡53４１００油見３丁目１９番１９号

情報
ステーション
○広報掲載記事に料金表示の
　ないものは、原則無料です。
○記事についての問い合わせ
　は、各見出しの電話番号へ。

大竹市役所☎59 2111㈹

　つどいの広場は、市の委託事業で、NPO法人子育
てハッピーネットほのぼのんが運営しています。

開館日 毎週月曜日・水曜日・
金曜日10時～16時
休館日 7月21日㈪（海の日）
松ケ原こども館 ☎578333
福祉課　　　   ☎592148

土曜日開館
と　き　7月26日㈯
　　　　10時～16時
※　7月25日㈮は休館します

開館日　毎週土曜日　10時～16時
ところ　南栄３丁目１番29号（旧愛育園）
　　　　※　駐車場あり
問い合わせ　あいいく館
　  （杉嶋携帯☎０９０‐２２９８‐９６２４）

　予約の必要な行事の申し込み
は次のいずれかの方法でお願い
します。
○月曜日 ・ 水曜日 ・ 金曜日の９
時～ 16時に電話

○松ケ原こども館にて直接申込
書に記入

○ほのぼのん公式ホームページ、
または携帯による申し込み
http://honobonon.client.jp/

（パソコン用）
http://honobonon.client.jp/mobile/

（携帯用）

○七夕会
　七夕のペープサートを見て、笹に短冊を飾り
ましょう。笹は持って帰れます。
と　き　７月７日㈪　１０時３０分～
※　要予約。７月４日㈮締め切り。

○お誕生会
　みんなでお誕生日をむかえるお友だちをお祝
いしましょう。
と　き　７月２３日㈬　１０時３０分～ 
※　誕生児のみ要予約。７月１８日㈮締め切り。

○チビッコ保育士体験
と　き　７月２８日㈪、７月３０日㈬、８月１日㈮
　小学生のお兄ちゃん、お姉ちゃんと一緒に遊
びましょう。 
　熱中症対策に帽子とお茶を持ってきてください。

　幼児と親・小学生が絵本とおもちゃで楽しく遊べる広場です。

◎絵本の読み語り・貸し出し・紙芝居・手遊び・工作
◎今月の絵本　平和
◎工作　海の工作
◎七夕まつり（笹飾りを持ち帰ります） ５日㈯　１０時～１２時
◎絵本講座　「絵本の窓」　14日㈪　１０時～１２時
楽しく奥深い絵本の世界へ、初めての方もぜひどうぞ。
たくさんの絵本を紹介しています。

お知らせ
イベント

親と子の本の広場

あいいく館
７
月
の
行
事

　
６
月
２
日
、
食
中
毒
警
報
が
県

内
全
域
に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
食

中
毒
は
命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

食
品
の
購
入

　
鮮
度
や
品
質
を
確
認
し
、
必
要

な
量
だ
け
購
入
す
る
。▼
肉
や
魚

な
ど
の
生
も
の
は
最
後
に
購
入
し
、

水
分
が
出
な
い
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ

分
け
て
包
み
、
早
め
に
持
ち
帰
る
。

冷
蔵
庫
の
正
し
い
使
い
方

　
冷
蔵
や
冷
凍
が
必
要
な
食
品

は
帰
っ
た
ら
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
に

入
れ
る
。▼
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
容
器

に
入
れ
る
。（
食
品
の
二
次
感
染

を
防
ぐ
）▼
冷
蔵
庫
は
10
℃
以
下
、

冷
凍
庫
は
マ
イ
ナ
ス
15
℃
以
下

に
保
つ
。

下
準
備
・
調
理

　
手
を
よ
く
洗
う
。▼
ラ
ッ
プ
し

た
野
菜
や
カ
ッ
ト
野
菜
も
よ
く

洗
う
。▼
し
っ
か
り
加
熱
す
る
。

調
理
器
具
の
取
り
扱
い

▼
ま
な
板
や
包
丁
は
肉
・
魚
用

と
野
菜
用
の
少
な
く
と
も
２
種

類
用
意
す
る
。▼
洗
剤
で
よ
く
洗

い
、
十
分
に
す
す
い
だ
後
に
、

熱
湯
を
た
っ
ぷ
り
か
け
て
消
毒

　
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

が
対
象
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
乗
車

券
で
は
、
次
の
事
業
所
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

事
業
所
名

　
あ
い
あ
い
介
護
タ
ク
シ
ー

す
る
。▼
ス
ポ
ン
ジ
や
た
わ
し
も

使
用
後
は
よ
く
す
す
ぎ
、
熱
湯

を
た
っ
ぷ
り
か
け
て
消
毒
す
る
。

調
理
し
た
食
品
が
余
っ
た
場
合

　
食
品
を
保
存
す
る
場
合
、
早

く
さ
め
る
よ
う
に
浅
い
容
器
に

小
分
け
す
る
。▼
食
品
を
調
理
し

直
す
場
合
、
扱
う
前
に
も
手
を

洗
い
、
し
っ
か
り
加
熱
す
る
。

　
成
長
期
の
子
ど
も
に
と
っ
て
、

「
朝
ご
は
ん
」
は
パ
ワ
ー
の
源
で

す
。時
間
が
な
く
て
も
、パ
パ
で
も
、

子
ど
も
だ
け
で
も
、
簡
単
に
で
き

る
朝
ご
は
ん
メ
ニ
ュ
ー
を
、
い
ろ

い
ろ
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き
　
８
月
７
日
㈭

　
10
時
〜
13
時

と
こ
ろ
　
サ
ン
ト
ピ
ア
大
竹

対
　
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
と

そ
の
保
護
者
（
子
ど
も
だ
け
の
参

加
も
可
）

講
　
師
　
市
食
生
活
改
善
推
進
員

　
市
管
理
栄
養
士

定
　
員
　
20
人
程
度
（
申
込
順
）

参
加
料

　
１
人
３
０
０
円
（
材
料
費
）

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

布
巾
、
飲
み
物
（
水
分
補
給
用
）

申
し
込
み
　
７
月
31
日
㈭
ま
で
に

電
話
で
社
会
健
康
課
へ
。

　
風
し
ん
は
、
妊
娠
初
期
の
女
性

が
感
染
す
る
と
、
心
臓
疾
患
や
耳

が
聞
こ
え
に
く
い
赤
ち
ゃ
ん
が
生

ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
風
し
ん
の
抗
体
が
十
分
あ
る
か

ど
う
か
を
知
っ
て
、
安
心
し
て
妊

娠
・
出
産
に
臨
め
る
環
境
づ
く
り

を
し
ま
し
ょ
う
。

対
　
象

○
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
そ
の

家
族
（
妊
婦
を
除
く
）

○
風
し
ん
の
抗
体
価
の
低
い
妊
婦

の
同
居
の
家
族

　
た
だ
し
、
次
の
①
〜
③
に
該
当

す
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

①
こ
れ
ま
で
風
し
ん
の
抗
体
検
査

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人

②
こ
れ
ま
で
に
風
し
ん
の
予
防
接

種
（
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク

チ
ン
を
含
む
）
を
受
け
た
こ
と

が
あ
る
人

③
こ
れ
ま
で
に
風
し
ん
に
か
か
っ

た
こ
と
が
あ
る
人
（
検
査
な
ど

で
風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
る
人
）

実
施
機
関
　

○
市
内
（
表
１
）

○
市
外
（
広
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

　
就
労
を
希
望
す
る
障
害
の
あ

る
方
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

予
約
制
の
た
め
、
事
前
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
７
月
10
日
㈭

　
10
時
〜
12
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
本
庁

申
し
込
み

　
広
島
西
障
が
い
者
就
業
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
も
み
じ
へ
。

http://w
w
w
.pref.hiroshim

a.
lg.jp/site/hcdc/

障
害
者
就
労
相
談

広
島
西
障
が
い
者
就
業・

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
も
み
じ

☎
０
８
２
９
34
４
７
１
７

親
子
で
作
ろ
う

か
ん
た
ん
朝
ご
は
ん

社
会
健
康
課
　
☎
59
２
１
４
０

風
し
ん（
三
日
ば
し
か
）

抗
体
検
査

社
会
健
康
課
　
☎
59
２
１
４
０

食
中
毒
を
予
防

し
ま
し
ょ
う

社
会
健
康
課
　
☎
59
２
１
４
０

福
祉
タ
ク
シ
ー
乗
車
券

を
お
持
ち
の
方
へ

福
祉
課
　
☎
59
２
１
４
６

　
大
竹
小
学
校
に
は
、「
こ
と

ば
」
や
「
き
こ
え
」
に
課
題
の

あ
る
子
ど
も
に
指
導
を
行
う
「
通

級
指
導
教
室
」（
こ
と
ば
の
教

室
）
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

気
に
な
る
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
　
間

　
７
月
14
日
㈪
ま
で
（
た
だ
し
、

土
・
日
曜
日
は
除
く
）

※

　
詳
し
い
日
時
は
申
し
込
み

時
に
相
談
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

と
こ
ろ

　
市
教
育
委
員
会
（
市
役
所
内
）

対
　
象

　
平
成
27
年
度
小
学
校
入
学
予

定
で
、
こ
と
ば
や
き
こ
え
に
気

に
な
る
点
の
あ
る
幼
児
。

申
し
込
み

　
総
務
学
事
課
へ
。

こ
と
ば・き
こ
え
の

教
育
相
談

総
務
学
事
課
　
☎
59
２
１
８
５

特
別
支
援
教
育

就
学
に
つ
い
て
の
教
育
相
談

総
務
学
事
課
　
☎
59
２
１
８
５

定
で
、
心
身
や
行
動
な
ど
の
発

達
に
気
に
な
る
点
の
あ
る
幼
児
。

※
　
Ｌ
Ｄ（
学
習
障
害
）、Ａ
Ｄ
Ｈ

Ｄ（
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
）、

高
機
能
自
閉
症
な
ど
の
発
達

障
害
、
そ
の
他
障
害
の
あ
る

幼
児
も
対
象
で
す
。

申
し
込
み

　
総
務
学
事
課
へ
。

　
就
学
に
つ
い
て
の
教
育
相
談

を
行
い
ま
す
。
気
に
な
る
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

期
　
間

　
７
月
14
日
㈪
ま
で
（
た
だ
し
、

土
・
日
曜
日
は
除
く
）

※

　
詳
し
い
日
時
は
申
し
込
み

時
に
相
談
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

と
こ
ろ

　
市
教
育
委
員
会
（
市
役
所
内
）

対
　
象

　
平
成
27
年
度
小
学
校
入
学
予

　保育所では、入所
前の子どもと保護者
を招待するオープン
デーを開催していま
す。子育てについて
相談したり、仲間作
りの場として活用し
てください。
　詳しくは、各保育
所へ問い合わせくだ
さい。
※　車でのお越しは
御遠慮ください。

保育所に遊びに行こう！

問い合わせ 福祉課☎592148

オ ー プ ン
デ ー

保育所名 と　　き 内　　容

本町保育所
☎℻53１９９５
立戸保育所
☎℻53５５８５

8月1日（金）
10時～11時30分
7月9日（水）

10時～11時30分
7月9日（水）

10時～11時30分
7月2日（水）

10時～11時15分
7月9日（水）

10時30分～11時30分

水あそびをしましょう 
大竹保育所
☎℻52２２６８

7月9日（水）
10時～11時30分 砂場であそびましょう

泥んこあそびをしましょう

七夕飾りをつくりましょう

泥んこあそびをしましょう

なかはま保育所
☎℻57３３５５
さかえ保育所

☎52２５２２ ℻52２２５６
玖波保育所

☎57７３０７ ℻57３００３
知恩保育園

☎57７３２２ ℻57４８３２

シャボン玉であそぼう

随時受付を行っていますので、希望する場合は事前に保育所へご連絡ください。

随時受付を行っていますので、希望する場合は事前に保育園へご連絡ください。

健
康

福
祉
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情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

日 月 火 水 木 金 土

　
こ
の
協
議
会
は
、
大
規
模
小

売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
店
舗

設
置
者
に
よ
る
届
出
事
項
に
つ

い
て
、
周
辺
地
域
に
お
け
る
生

活
環
境
保
持
の
見
地
か
ら
学
識

経
験
者
の
意
見
を
聴
取
す
る
こ

と
に
よ
り
、
市
の
適
切
な
意
見

形
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

期
　
間

　
７
月
11
日
㈮
〜
７
月
20
日
㈰

ス
ロ
ー
ガ
ン

ゆ
ず
り
あ
い
　
そ
の
や
さ
し
さ
も

　
お
も
て
な
し

運
動
の
重
点

○
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

と
　
き
　
７
月
22
日
㈫

９
時
30
分
〜
12
時

※

　
受
付
は
８
時
45
分
か
ら
で

す
。

と
こ
ろ
　
市
役
所
本
庁

議
　
題

ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
ト
ラ
イ
ア

ル
大
竹
店
、（
仮
称
）
ド
ラ
ッ
グ

コ
ス
モ
ス
大
竹
店
の
新
設
に
つ

い
て

傍
聴
に
つ
い
て

○
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

○
傍
聴
希
望
者
が
多
数
の
と
き

は
、
傍
聴
人
数
を
制
限
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

学
校
名
、学
年
、郵
便
番
号
、住
所
、

電
話
番
号
、
個
人
か
グ
ル
ー
プ

申
し
込
み
か
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

※

　
５
〜
６
人
程
度
の
グ
ル
ー

プ
で
の
参
加
が
望
ま
し
い
で

す
。
個
人
・
小
人
数
で
の
申

し
込
み
の
場
合
は
、
説
明
会

時
に
グ
ル
ー
プ
編
成
を
行
い

ま
す
。

 

事
前
説
明
会
　

と
　
き
　
８
月
２
日
㈯
　

　
10
時
〜
12
時
30
分

と
こ
ろ
　
総
合
市
民
会
館

　
大
自
然
の
中
で
の
テ
レ
ビ
も

ゲ
ー
ム
も
な
い
昔
な
が
ら
の
生

活
体
験
キ
ャ
ン
プ
で
す
。

と
　
き
　
８
月
７
日
㈭
〜
10
日

㈰
（
３
泊
４
日
）

と
こ
ろ
　
市
井
原
キ
ャ
ン
プ
場

　（
小
瀬
川
ダ
ム
上
流
）

対
　
象
　
市
内
在
住
の
小
学
４

年
〜
６
年
生
で
事
前
説
明
会
に

参
加
で
き
る
方
（
難
し
い
場
合

は
保
護
者
の
み
、
ま
た
は
大
人

の
代
理
の
参
加
で
も
可
）

定
　
員

　
１
０
０
名
程
度
（
申
込
順
）

参
加
料
　
５
、
０
０
０
円

　（
事
前
説
明
会
時
に
徴
収
）

申
し
込
み
　
７
月
１
日
㈫
か
ら

10
日
㈭
ま
で
に
直
接
、
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
（
53
５
８
０
１
）、

メ
ー
ル（seigaku@

fch.ne.jp

）

で
青
少
年
育
成
市
民
会
議
事
務

局
へ
。

　
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で

申
し
込
む
場
合
は
、
保
護
者
氏
名
、

参
加
者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、性
別
、

申
し
込
み
　
７
月
４
日
㈮
ま
で
に

救
命
講
習
受
講
申
請
書
を
直
接
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
（
53
２
９
２
８
）

で
消
防
署
へ
。

　
申
請
書
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※

　
受
付
は
24
時
間
行
っ
て
い
ま

す
が
定
員
に
な
り
次
第
終
了
し

ま
す
。

　
大
切
な
人
が
倒
れ
た
と
き
に
あ

な
た
は
何
が
で
き
ま
す
か
。
い
ざ

と
い
う
と
き
の
た
め
に
心
肺
蘇
生

法
や
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
の
使
用
法
を
習
得
し
ま

し
ょ
う
。

と
　
き
　
７
月
６
日
㈰

　
９
時
〜
12
時

と
こ
ろ
　
消
防
署

参
加
資
格

　
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

定
　
員
　
20
人
程
度

持
参
物
　
ハ
ン
カ
チ

　
障
害
児
の
自
立
生
活
と
社
会

参
加
を
目
指
し
、
各
種
訓
練
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
集
団
生
活

の
中
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
方
法
な
ど
を
勉
強
し
ま
す
。

と
　
き
　

○
料
理
教
室

　
７
月
20
日
㈰
、
８
月
24
日
㈰

○
交
通
安
全
教
室

　
８
月
３
日
㈰

　
い
ず
れ
も
10
時
30
分
〜
14
時

と
こ
ろ

　
サ
ン
ト
ピ
ア
大
竹

対
　
象

　
市
内
在
住
の
障
害
児
と
そ
の

家
族

参
加
料 

（
１
回
ご
と
）

○
料
理
教
室
　
３
０
０
円

○
交
通
安
全
教
室
　
５
０
０
円

申
し
込
み

　
７
月
15
日
㈫
ま
で
に
社
会
福

祉
協
議
会
へ
。

そ
の
他

　
開
催
に
あ
た
り
参
加
者
の
お

世
話
を
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

公
開
開
催

市
大
規
模
小
売
店
舗

立
地
協
議
会

産
業
振
興
課
　
☎
59
２
１
３
１

夏
休
み
野
外
体
験
活
動

野
性
へ
の
挑
戦

青
少
年
育
成
市
民
会
議
事
務
局

（
総
合
市
民
会
館
内 

☎
53
６
６
７
７
）

　
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼

を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の

住
民
と
友
好
親
善
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
詳
し

い
日
程
な
ど
は
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

対
　
象

　
先
の
大
戦
で
父
な
ど
を
亡
く

し
た
戦
没
者
の
遺
児

実
施
地
域

 

広
域
地
域

　
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
旧
ソ
連
、

マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
東
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
、
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ

諸
島
、
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
台
湾
・
バ
シ
ー

海
峡
、
中
国

 

特
定
地
域

　
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ビ
ス

マ
ー
ク
諸
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・

ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

申
し
込
み

　
県
遺
族
会
（
☎
０
８
２-

２
４

７-

１
２
１
６
）
へ
。

お
願
い
で
き
る
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

参
加
者
募
集

㈶
日
本
遺
族
会

☎
０
３‐

３
２
６
１‐

５
５
２
１

　
７
月
は
「
青
少
年
非
行
・
被

害
防
止
」
並
び
に
「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
全
国
強
調
月

間
で
す
。

　
市
内
で
は
、
青
少
年
非
行
防

止
実
行
委
員
会
の
構
成
機
関
・

団
体
が
協
力
し
、
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
青
少
年

の
非
行
や
犯
罪
防
止
、
健
全
育

成
に
つ
い
て
地
域
全
体
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

○
地
域
ぐ
る
み
で
　
青
少
年
を

守
ろ
う
　
育
て
よ
う

○
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立

ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ

カ
ラ

と
　
き
　
７
月
５
日
㈯
　

　
13
時
〜
15
時
（
12
時
30
分
開

場
）

と
こ
ろ
　
ア
ゼ
リ
ア
ホ
ー
ル

内
　
容

○「
ひ
ま
わ
り
の
譜
」
合
唱

○
式
典

○
講
演
会
（
テ
ー
マ
「LIN

E

に

お
け
る
青
少
年
利
用
の
対
策
に

つ
い
て
」）

○
中
学
生
意
見
発
表

申
し
込
み
　
７
月
４
日
㈮
ま
で
に

市
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
夏
の
風
物
詩
、
朝
顔
で
、
さ

わ
や
か
な
朝
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め

ま
し
ょ
う
。

と
　
き
　
８
月
３
日
㈰

　
６
時
〜
８
時

と
こ
ろ
　
大
竹
会
館
　

表
　
彰
　
会
長
賞
ほ
か
多
数

※

　
入
選
作
品
に
は
賞
状
と
賞

品
、
出
品
者
全
員
に
参
加
賞

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
鑑
賞

者
に
は
、
先
着
80
人
に
粗
品

を
進
呈
し
ま
す
。

搬
　
出
　
８
月
３
日
㈰
　
８
時

申
し
込
み
　
出
品
は
、
８
月
２

日
㈯
17
時
30
分
か
ら
18
時
30
分

ま
で
に
大
竹
会
館
へ
。

納期限
平成26年度

問い合わせ　市民税務課☎592127

7月31日
ご注意ください
○納めるとき、お届けしている納
付書を使用してください。

○大竹市指定金融機関などに納
めてください。

（第2期分）
（第1期分）
（第1期分）
（第1期分）

固定資産税・都市計画税
国民健康保険料
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

日 月 火 水
7月

木 金 土

Boat Race 宮島カレンダー ※○は開催日　△は場外発売

ボートレース宮島マスコット
キャラクター 「モンタ」　 

●念のため主催者発表のものと照合してください。

催
し

募
集

お
知
ら
せ

ア
ラ
カ
ル
ト

朝
顔
づ
く
り
展

社
会
福
祉
協
議
会

☎
52
２
２
１
１

普
通
救
命
講
習

消
防
署
　
☎
54
０
１
１
９

と
　
き
　
８
月
24
日
㈰

と
こ
ろ
　
広
島
市
、
福
山
市

受
講
料

　
甲
種
　
５
、
０
０
０
円

　
乙
種
　
３
、
４
０
０
円

申
し
込
み

　
消
防
本
部
に
備
え
付
け
の
願

書
で
、
７
月
１
日
㈫
〜
７
月
10

日
㈭
（
電
子
申
請
は
６
月
28
日

㈯
〜
７
月
７
日
㈪
）
ま
で
に
消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
広
島
県

支
部
へ
。

消
防
設
備
士
試
験

消
防
本
部
　
☎
53
１
０
４
８

市
民
の
つ
ど
い

市
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

（
生
涯
学
習
課
内 

☎
53
５
８
０
０
）

夏
の
交
通
安
全
運
動

障
害
児
生
活
訓
練
事
業

社
会
福
祉
協
議
会

☎
52
２
２
７
５

7月の交通事故統計情報
交通事故発生状況（5月末現在）
発生件数　39件（前年同期比13.3％減）
死 者 数　0人（前年同期比－％）
負傷者数　43人（前年同期比32.8％減）

7月の米軍による弾薬処理 総務課☎59２１１９
　米海兵隊岩国基地は、焼
却処理できない弾薬を同基
地沖合3.5㎞に位置する姫
子島で爆破処理しています。
天候によって実施しない場
合もあります。曇りの日は音
がよく響くことがあります。
※○は弾薬処理日。
　いずれも８時～17時

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

福
祉

い   

れ
い   

つ
い  

と
う

う
た
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2号広告

2号広告 2号広告

５日㈯

６日㈰

１２日㈯

１３日㈰

１９日㈯

２０日㈰

２１日㈷

２６日㈯

２７日㈰

８月２日㈯

３日㈰

９日㈯

１０日㈰

大竹第一工業㈱

㈲浜崎工業所

二階堂商事㈲

㈱竹内

㈲プロ・コーポレイション

奥田設備㈱

今五産業㈲

三菱化学ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱

㈲成亜総合設備

㈱ゲイナンハウス

大竹第一工業㈱

㈲浜崎工業所

二階堂商事㈲

北　栄

西 栄３

油 見３

玖 波６

木 野１

西 栄２

立 戸２

御幸町

本 町１

立 戸３

北　栄

西 栄３

油 見３

☎53１２０１

☎52３３６５

☎52２０４３

☎57８３００

☎53６１３１

☎㉘０１８５

☎52２５２９

☎52４１５１

☎52２５０１

☎54１１１１

☎53１２０１

☎52３３６５

☎52２０４３

人　口　２８，３２８人

世帯数　１２，８５４世帯
（男）１３，７４７人　（女）１４，５８１人

このページの情報は8月のものです。
月の情報ステーション月の情報ステーション88 市の人口（6月1日現在）

7月～8月（上旬）のお知らせ
休日水道修理

20日㈰

27日㈰

8月3日㈰

6日㈰

13日㈰

20日㈰

21日㈷

27日㈰

8月3日㈰

10日㈰

有木耳鼻咽喉科医院

古吉眼科医院

耳鼻咽喉科村上クリニック

くろせ眼科

小林耳鼻咽喉科医院

ごちょう眼科

後藤産婦人科医院

さいとう皮膚科

玉田産婦人科医院

都志見耳鼻咽喉科医院

油 見３

新 町２

元 町１

南岩国１

今 津３

麻里布３

岩 国１

車 　２

南岩国１

麻里布６

☎53３８７４

☎52４７０７

☎52１１３３

☎㉛８６８1

☎㉑２７１８

☎㉒７４３２

☎43３８５５

☎㉓４４７７

☎32１２５８

☎㉔４１３3

休日
診療所

診療科：内科系・外科系
ところ：立戸２丁目１番１６号 ☎52０３３０
診療時間：９時～１２時　１３時～１７時
診療時間：９時～１７時
診療時間内にご利用ください。原則として往診は行
いません。変更の場合もあります。お問い合わせは社
会健康課（☎59２１４０）へ。

在宅
当番医

受付時間：９時～１６時３０分

休日診療

※個人給水管の修理には修理費が掛かります。

先どり

司 法 書 士 相 談

行 政 相 談

心 配 ご と 相 談

巡 回 児 童 相 談

家 庭 児 童 相 談 室

市消費生活センター

公 庫 移 動 相 談 会

障害者相談支援センター

地域活動支援センターみらい

障 害 相 談

市地域包括支援センター

市 政 へ の 相 談

こ ど も 相 談

女性の人権ホットライン

子どもの人権１１０番

住まいに関する相談

年 金 相 談

１２日㈫

１２日㈫

毎週
木曜日
第２
金曜日
月曜日～
金曜日
火・金
曜日
第２
木曜日
月曜日～
金曜日
月曜日～
土曜日
月曜日～
金曜日
月曜日～
土曜日
月曜日～
金曜日
月曜日～
金曜日
月曜日～
金曜日
月曜日～
金曜日
月曜日～
金曜日
毎週
火曜日

市役所本庁

市役所本庁

サントピア大竹

サントピア大竹

市役所本庁

市役所本庁

商工会議所

サントピア大竹

医療法人社団
知仁会

市役所本庁

サントピア大竹

市役所本庁

こども相談室

0570-070-810

0120-007-110
（無料）

大竹住まいのリフォーム
センター（商工会議所）

商工会議所

１３：００～１６：００

１３：００～１６：００

１３：００～１６：００

１０：００～１６：００

９：００～１６：００
　

９：００～１６：００

１０：００～１２：００

８：３０～１７：１５

９：００～１７：００

８：３０～１７：００

８：３０～１７：１５

９：００～１６：００

８：３０～１７：１５

８：３０～１７：１５

８：３０～１７：１５

８：３０～１７：００

１０：００～１５：３０

相談員：司法書士
相談は予約が必要です。（７月９日（水）から受付開始）
相談員：行政相談委員
相談は予約が必要です。（７月９日（水）から受付開始）
相談員：民生委員、人権擁護委員ほか
生活上の悩みごと（内容により関係機関へ紹介）

相談員：県西部こども家庭センター専門員

相談員：家庭相談員・母子自立支援員
内　容：子ども、母子に関する相談

消費生活全般の相談や問い合わせ

相談員：日本政策金融公庫職員
事業資金、ローンなどの金融相談
相談員：介護支援専門員・介護福祉士
携帯ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：sya-sou@docomo.ne.jp

精神の障害に関すること

相談員：社会福祉士、介護福祉士
携帯ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：fukushi-soudan.otake.city@docomo.ne.jp

介護保険の利用手続き・高齢者に関する相談など

市政に関する相談など

電話や面接による青少年に関する相談（時間外
を希望の方は事前に連絡を）

DV、セクハラなどの女性の人権についての相談

いじめ、虐待、子育てなど子どもの人権について
の相談
リフォームや新築など、住まいに関する相談に１
級建築士が応じます。（祝日は除く。予約制）

厚生年金・健康保険などの相談・手続きなど

〔企画財政課〕 ☎59２１２４

〔企画財政課〕 ☎59２１２４

〔社会福祉協議会〕 ☎52２２１１

〔家庭児童相談室〕 ☎592151

〔福祉課〕 ☎59２１５１

☎57３２３６

☎52３１０５（予約制）

☎52０１６７　℻ 52２２４７

☎59０２２３

〔福祉課〕☎59２１５０　℻ 57７１８５

☎53１１６５

〔企画財政課〕 ☎59２１２４

〔教育委員会〕 ☎54００２１

☎53７１７５

〔広島西年金事務所〕

相
　
　
　談

ふ れ あ い サ ロ ン
に こ に こ ひ ろ ば

乳 児 健 康 相 談

１ 歳 ６ カ 月 児
健 康 診 査

３ 歳 児 健 康 診 査

２６日㈫

２７日㈬

２０日㈬

２１日㈭

小方公民館

市役所本庁

市役所本庁

市役所本庁

１０：００～１１：３０

１２：５０～１３：２０
（受付時間）

１２：５０～１３：２０
（受付時間）

１２：５０～１３：２０
（受付時間）

内　容：体重測定、母乳相談、健康相談、栄養相談
持参品：母子健康手帳、バスタオル１枚（母乳相談はタオル２枚）

対　象：平成２６年４月に生まれた乳児
持参品：母子健康手帳、アンケート、バスタオル１枚

対　象：平成２５年２月に生まれた幼児
持参品：母子健康手帳、アンケート

対　象：平成２３年１月１６日から平成２３年２月２８日の間に生まれた幼児
持参品：母子健康手帳、アンケート、手拭きタオル、お茶

健
康・子
育
て
問
い
合
わ
せ

社
会
健
康
課

☎
59
２
１
４
０

全国すべての事業所、企業が対象となります。
あなたの回答が、日本経済の力になる！
●調査票が届きましたら，ご回答をよろしくお願いいたします

総務省・経済産業省・広島県・大竹市

事務用品・ＯＡ機器・複写機のことなら
何でもお任せください

豊富な品揃え・取寄せなどご相談ください
画材・学習帳なども充実！

〒739-0611　大竹市新町1-5-6
TEL（0827）53-1111　FAX（0827）53-1114

株式会社 田宮事務器

公
有
財
産
売
却
の

お
知
ら
せ

　
外
国
人
を
雇
っ
て
い
る
事

業
主
の
方
は
次
の
項
目
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
国
籍
で
差
別
し
な
い
公
平

な
採
用
選
考
を
行
っ
て
い

ま
す
か
。

□
労
働
法
令
お
よ
び
社
会
保

険
関
係
法
令
を
守
り
、
労

働
保
険
・
社
会
保
険
に
入
っ

て
い
ま
す
か
。

□
日
本
語
教
育
や
生
活
上
・

職
務
上
の
相
談
に
配
慮
し

て
い
ま
す
か
。

□
安
易
な
解
雇
は
し
て
い
ま

せ
ん
か
。

□
外
国
人
の
雇
入
れ
・
離
職

時
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
雇

用
状
況
の
届
け
出
を
し
て

い
ま
す
か
。（
ア
ル
バ
イ
ト
、

パ
ー
ト
含
む
）

　
外
国
人
が
在
留
資
格
の
範

囲
内
で
そ
の
能
力
を
十
分
に

発
揮
し
な
が
ら
、
適
正
に
就

労
で
き
る
よ
う
、
事
業
主
の

方
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ル
ー
ル
や
配
慮
し
て
い
た

だ
き
た
い
事
柄
が
あ
り
ま
す
。

内
容
を
ご
理
解
の
上
、
適
正

な
外
国
人
雇
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

物
件
名
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス

○
種
別
・
用
途
／
普
通
・
乗

合○
車
体
の
形
状
／
キ
ャ
ブ

オ
ー
バ

○
初
年
度
登
録
年
月
／
平
成

７
年
３
月

○
乗
車
定
員
／
29
人

○
走
行
距
離
／
34
万
２
、
３

２
７
㎞

○
売
却
方

法
／
公
募

入
札
方
式

申
し
込
み

７
月
１
日
㈫
〜
31
日
㈭
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
の

９
時
〜
17
時
15
分
ま
で
に
監

理
課
へ
。

※

　
郵
送
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申

し
込
み
は
受
け
付
け
て
い

ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
監
理

課
に
備
え
付
け
の
「
公
有

財
産
売
却
の
お
知
ら
せ
」

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

外
国
人
の
雇
用
は

ル
ー
ル
を
守
っ
て

適
正
に

問
い
合
わ
せ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
竹

☎
52
８
６
０
９

問
い
合
わ
せ 

監
理
課

☎
59
２
１
６
０

岩国市在
宅当番医
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「広報おおたけ」の音訳版（CD）、点訳版があります。
必要な方は社会福祉協議会（☎522211）まで。

防災行政無線テレホンサービス
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は じ め ま し て

どこに行くときも一緒だよ！

大和田  萌圭 ちゃん（左）
おおわだ も　 か

駿輔 くん（右）
しゅんすけ

姉妹仲良く大きくなってね。

高中  愛叶 ちゃん（左）
たかなか　　　あいか

瑞季 ちゃん（右）
みずき

子どもの写真の裏に、住所、名前（ふりがな）、性別、生年月日、保護者の名前、電話番号と簡単なコメントを添えて、企画財政課「はじめまして」係
へお送りください。8月号掲載は、7月11日必着。（個人情報の利用目的：広報紙への掲載、応募者との連絡のために利用します。なお、広報紙は
PDF形式でホームページにも掲載しています。）応募が多い場合は次号になる場合があります。

許可不要！市ホームペー
ジから自由にダウンロード
できます。

60周年ロゴマーク

使ってくれる人

募集中♡

60周年ロゴマーク

使ってくれる人

募集中♡

企画財政課☎59２１２５

問い合わせ ダンスコンサート事務局（河野宅☎53０２１９）

〈と　き〉 7月20日㈰
　　　（開場14時30分／開演15時）
〈ところ〉 アゼリアホール
〈内　容〉 一部　小品集
　　　　 二部　創作ダンス「ALICE」
※　会場内には車椅子などの優先席と母子室を設けています。

ダンスサークルABEATクラブ

Summer Dance
コンサート

伝え、残して60年
その軌跡をたどる

▼表紙の写真は昭和29年の
創刊号です。
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